
計測調査が拓く祭礼民具研究の可能性

第
二
章 
モ
ノ
と
し
て
の
剣
鉾 
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計
測
調
査
が
拓
く
祭
礼
民
具
研
究
の
可
能
性 

伊
達 

仁
美

は
じ
め
に 

計
測
調
査
は
平
成
二
十
三
年
度
の
春
季
調
査
か
ら
始
ま
り
、
二
年
間
の
調
査
で
京
都
市

内
を
中
心
に
約
三
百
本
の
剣
鉾
を
確
認
し
た
。
調
査
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
剣
鉾
の
ど
こ

を
計
測
す
れ
ば
い
い
の
か
、
ま
ず
昭
和
五
十
九
年
度
・
六
十
年
度
に
実
施
さ
れ
た
京
都
市

剣
鉾
調
査
の
調
査
カ
ー
ド
を
参
考
に
検
討
を
始
め
た
。
先
行
で
始
ま
っ
て
い
る
民
俗
調
査

の
事
例
も
加
え
、
各
構
成
部
材
の
寸
法
、
材
質
、
重
量
に
つ
い
て
四
十
六
箇
所
の
共
通
項

目
を
設
定
し
、
計
測
調
査
カ
ー
ド
を
作
成
し
た
。
計
測
調
査
は
、
寸
法
や
重
さ
の
計
測
と

と
も
に
剣
鉾
の
情
報
と
し
て
、
剣
や
錺
に
刻
ま
れ
て
い
る
銘
や
箱
に
記
さ
れ
て
い
る
墨
書

を
記
録
し
た
。
付
属
品
の
確
認
、
銘
文
記
録
な
ど
も
含
め
る
と
剣
鉾
の
部
材
に
関
す
る
情

報
を
網
羅
し
た
カ
ー
ド
に
な
る
。

な
お
、
真
鍮
製
の
剣
の
金
属
配
合
比
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
剣
鉾
の
時
代
性
や
地
域

性
が
見
え
て
く
る
こ
と
を
仮
定
し
、
一
部
の
剣
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
カ
ー
ド
に
は
反
映
し
て
い
な
い
。

一 

計
測
調
査
の
意
義 

一
般
的
な
祭
礼
調
査
は
、民
俗
学
的
な
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

ま
た
、
祭
礼
に
使
用
さ
れ
る
道
具
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
も
に
工
芸
的
な
面
か
ら
の
調
査

が
な
さ
れ
て
き
た
。
本
調
査
の
調
査
名
は
「
計
測
調
査
」
で
は
あ
る
が
、
数
値
的
な
結
果

を
提
示
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
モ
ノ
情
報
を
作
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調

査
で
あ
る
。

鉾
差
し
は
、
地
域
に
よ
っ
て
差
し
方
の
差
異
が
認
め
ら
れ
、
東
山
、
梅
ケ
畑
、
嵯
峨
、

鞍
馬
と
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
山
は
お
も
に
左
京
、
上
京
、
下
京
に
分
布
し
、
差

し
方
は
前
側
に
大
き
く
剣
先
を
し
な
ら
せ
る
と
こ
ろ
が
特
徴
で
あ
る
。
梅
ケ
畑
は
東
山
の

よ
う
に
剣
先
を
前
後
に
し
な
ら
せ
る
が
、
剣
挟
は
カ
シ
材
を
使
用
し
、
前
側
だ
け
に
大
き

く
し
な
る
こ
と
は
な
い
。
嵯
峨
は
剣
鉾
全
体
を
大
き
く
揺
ら
し
な
が
ら
進
む
。
鞍
馬
の
四

本
鉾
は
四
本
の
棹
で
支
え
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
差
し
方
の
違
い
が
剣
鉾
の

寸
法
や
形
態
、
材
質
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
仮
定
す
る
こ
と
か
ら
計
測

調
査
を
始
め
た
。

本
調
査
に
お
い
て
、
剣
鉾
の
あ
ら
ゆ
る
構
成
素
材
の
寸
法
の
測
定
や
材
質
の
確
認
を
行

う
と
と
も
に
、
構
成
部
材
本
体
に
刻
ま
れ
た
銘
や
収
納
さ
れ
て
い
た
箱
に
書
か
れ
て
い
た

銘
文
も
記
録
し
た
。そ
の
結
果
を
も
と
に
比
較
し
分
析
す
る
こ
と
で
、時
代
性
や
地
域
性
、

差
し
方
の
差
異
な
ど
が
見
え
て
き
た
。

二 

標
準
名
称
の
設
定 

各
地
の
剣
鉾
に
お
い
て
様
々
な
部
材
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
確
認
さ
れ
、
部
材
名
称
は
地

域
に
よ
っ
て
違
い
が
み
ら
れ
、
調
査
地
で
の
呼
称
で
は
名
称
が
混
同
す
る
恐
れ
も
あ
る
た

め
、
新
た
に
調
査
上
で
の
標
準
名
称
を
設
定
し
た
。

銘
文
等
に
記
載
さ
れ
た
文
字
表
記
や
、
地
域
呼
称
の
な
か
で
、
最
も
適
切
と
考
え
ら
れ

る
も
の
を
標
準
名
と
し
た
。
標
準
名
と
し
て
抽
出
し
た
各
部
材
名
は
以
下
の
通
り
と
し
た

（
表
１
）
。
銘
文
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
漢
字
で
、
地
域
で
の
呼
称
は
カ
ナ
で
記
し

た
。
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た
だ
し
、
こ
れ
ら
通
用
し
て
い
る
名
称
の
う
ち
、
見
た
目
の
形
に
よ
る
も
の
は
個
体
差

が
激
し
く
、
一
般
化
が
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
、
部
材
の
役
割
や
性
質
に
由
来
す
る
呼
称

を
新
た
に
付
し
た
も
の
も
あ
る
。
そ
の
例
を
あ
げ
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

剣 

「
マ
ネ
キ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
と
、
剣
が
前
側
に
大
き
く
し
な
る
東

山
の
差
し
方
で
主
に
使
わ
れ
て
い
る
呼
称
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
実
際
、
梅
ケ
畑
や
嵯

峨
で
は
「
マ
ネ
キ
」
と
は
呼
ば
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
標
準
名
と
し
て
は
、
呼
称
や

箱
書
き
で
最
も
多
い
「
剣
」
を
採
用
し
た
。

錺
受 剣

、
錺
が
差
し
込
ま
れ
る
中
央
の
「
錺
受
」
は
、
神
社
名
が
書
か
れ
た
神
額
（
写
真
１
）

に
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
調
査
当
初
は
「
額
」
と
表
記
す
る
よ
う
に
し
て
い
た
が
、

吉
田
神
社
今
宮
社
の
松
鉾
（
写
真
２
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
神
額
が
そ
の
下
の
受
金
部
分

に
相
当
し
て
い
る
例
も
あ
り
、
形
状
と
部
材
と
で
名
称
が
混
同
し
て
し
ま
う
事
例
が
見
ら

れ
た
。
ま
た
、
下
の
受
金
（
⑤
）
と
一
体
に
な
っ
て
い
る
も
の
、
受
金
が
「
額
」
の
デ
ザ
イ

ン
に
な
っ
て
い
て
、
上
下
逆
に
見
え
る
も
の
等
が
あ
り
、
標
準
名
を
「
額
」
と
す
る
こ
と

は
不
適
切
と
考
え
、
機
能
面
か
ら
標
準
名
を
「
錺
受
」
と
し
た
。

番号 本文中の表記 部材名称ならびに呼称 

① 剣 剣 剣先 鉾先 招 招剣 ケン ケンサキ マネキ 

② 剣挟 剣挟 竹 はさみ木 挟 ケンバサミ タケ 

③ 錺 錺 花形 葉 羽 飾羽 剣錺 カザリ 

④ 錺受 額 ガク 

⑤ 受金 受金 州濱 ウケガネ スハマ カブラ 

⑥ 腕木 なし 

⑦ 鈴当 鈴当 リンアテ リンアタリ ナツメ 

⑧ 鈴 鈴 リン レイ スズ タク 

⑨ 棹 

棹 長柄 棒 サオ ナガエ ボウ 

※由岐神社の四本鉾の場合、（前）オヤ オヤバシラ 

（左右）テザオ ヨコ （後）カリ カリボウ 

吹散 
吹散 冨貴千里 富尾 見送 幡 比礼 フキチリ 

トミオ ミオクリ ハタ ヒレ ヘレン フキナガシ 

ざぶとん マクラ ザブトン 

（錺受の上下、受金の上下に挟む環状の緩衝材） 

［図1］剣鉾構成部材簡略図 

［写真１］下御霊神社 葵鉾 錺受 

（根本裕衣, 平成23.5.23） 

［表1］剣鉾構成部材標準名対応表 

② 

④ 

⑥ 

⑧ 

③ 

⑤ 

⑦

⑨ 

① 
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受
金 錺

受
と
同
様
に
、
形
状
か
ら
「
ス
ハ
マ
（
州
浜
）
」（
写
真
３
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

多
く
、
そ
れ
ら
の
地
域
で
は
「
ス
ハ
マ
」「
カ
ブ
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
「
額
」

の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
ま
っ
た
く
別
の
形
も
散
見
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
全
体
を
受
け
る
部

材
と
し
て
の
呼
称
を
優
先
し
て
採
用
し
た
。

三 

調
査
方
法 

調
査
は
、各
部
材
の
寸
法
の
測
定
と
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。調
査
道
具
は
布
メ
ジ
ャ
ー
、

樹
脂
製
ノ
ギ
ス
、
竹
尺
、
ば
ね
ば
か
り
を
標
準
と
し
て
、
長
い
棹
の
測
定
に
は
光
学
距
離

計
を
用
い
た
。
布
メ
ジ
ャ
ー
や
樹
脂
製
の
ノ
ギ
ス
を
使
用
し
た
の
は
、
採
寸
の
対
象
と
し

た
の
が
木
製
や
金
属
製
の
も
の
で
あ
り
、
あ
た
り
の
柔
ら
か
い
素
材
を
用
い
る
必
要
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。採
寸
結
果
は
、撮
影
し
た
写
真
と
と
も
に
剣
鉾
調
査
票
に
記
録
し
た
。

剣
鉾
調
査
票
に
は
い
く
段
階
か
の
変
遷
が
あ
る
。
ま
ず
調
査
開
始
前
に
、
京
都
市
の
登

録
無
形
民
俗
文
化
財
で
も
あ
る
一
乗
寺
八
大
神
社
の
剣
鉾
を
例
に
、
計
測
ポ
イ
ン
ト
の
検

討
を
行
っ
た
。
こ
の
時
に
は
、
修
理
前
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
額
の
金
具
も
分
解
し
て
、

詳
細
に
実
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
（
写
真
４
）
。
そ
の
知
見
を
基
礎
に
、
剣
鉾
調
査
票
を
作

成
し
た
（
図
２
）
。
こ
の
カ
ー
ド
で
し
ば
ら
く
の
間
調
査
を
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
祭

礼
調
査
が
本
格
化
す
る
に
従
い
当
初
想
定
し
て
い
た
数
を
は
る
か
に
超
え
る
剣
鉾
が
確
認

で
き
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
調
査
を
行
う
体
制
づ
く
り
が
必
須
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
も

っ
と
現
場
で
書
き
込
み
や
す
い
カ
ー
ド
を
準
備
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
、
作
っ
た
の
が
現

地
記
入
カ
ー
ド
（
図
３
）
で
あ
る
。
現
地
記
入
カ
ー
ド
は
、
調
査
者
に
よ
っ
て
差
異
が
出
な

い
よ
う
、
計
測
箇
所
や
調
査
と
し
て
の
必
須
項
目
を
示
し
た
。
○
部
分
は
、
厚
み
を
測
定

す
る
箇
所
で
あ
る
。

現
地
記
入
カ
ー
ド
に
は
、
組
ま
れ
た
状
態
で
計
測
す
る
カ
ー
ド
と
、
分
解
さ
れ
た
状
態

で
計
測
す
る
カ
ー
ド
を
そ
れ
ぞ
れ
用
意
し
、
現
地
の
状
況
に
応
じ
て
調
査
員
が
混
乱
し
な

い
よ
う
に
工
夫
し
た
。
剣
鉾
の
多
く
は
、
分
解
し
て
収
納
さ
れ
て
お
り
、
祭
礼
時
に
組
み

立
て
る
。
所
有
形
態
は
、
個
人
所
有
、
組
や
講
や
仲
間
な
ど
と
い
わ
れ
る
任
意
の
団
体
に

［写真2］吉田神社今宮社 松鉾額が受金になって

いる事例（溝邊悠介, 平成25.11.7） 

［写真3］下御霊神社 桐鉾 スハマと呼ばれる

受金（高岡健二, 平成23.5.22） 

［写真４］通常は解体しない錺受も分解した八大

神社の龍鉾（伊達仁美, 平成23.1.23） 
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［図2］剣鉾調査票（記入例）

カードNo. 資料No. 　    -

(旧カードNo.    　　　　　　　　    )（旧資料No.   　 　　　　　   ）

各構成部品寸法（mm）

1 全長（単体）： 27 色：

2 剣先～額上： 28 材質：

3 最大幅： 29 色：

4 額上（根元）： 30 材質：

5 先端： 31 振り子長：

6 額上： 32 全長：

7 上端～下端： 33 直径：

8 スリット数： 34 重量：

9 材質（色）： 35 材質（色）：

10 全長： 36 舌（長さ×径）： ×

11 竹先～額上： 37 舌の材質：

12 材質： or 38 全長：

13 縦横幅：左 右 39 上：

14 分割数： 2 40 鈴当て直下：

15 最大厚さ： 41 下：

16 材質（彩色）： 42 軸穴の縦横幅： ×

17 縦横幅： × 43 鈴の腕木：

18 厚さ（奥行）： 44 長さ：

19 上： × 45 円周長：

20 下： × 46 材質：

21 材質（彩色）： 身： 蓋：

22 × 身： 蓋：

全長： 23 身： 蓋：

幅： 24 上： × 身： 蓋：

材質： 25 下： × 身： 蓋：

色： 26 材質（彩色）： 身： 蓋：

剣

ば

さ

み

長さ

竹

銘

情

報

吹散

吹散

吹

散

棹

受金

鈴

箱1

額

剣

錺

鈴

箱2

棹

錺

額

-

-

--

竹以外

意

匠

受金

箱

1
奥行

高さ

幅

鈴当

て

30

奥行

錺

軸穴の

縦横幅

29

27

43

42

額

864×458 816×458

242

939縦横幅：

10

225

941

45

厚さ（奥行）：

軸穴の

縦横幅 -

- 169

150

幅

厚さ

　蓋裏「干時寛政九丁已年□七月吉祥日　徳大寺殿町」

　蓋表「一條大政所御方　御寄附　御鉾之幡」蓋裏「干時文政六癸未都市七月吉祥日　徳大寺殿町」

受

金 箱

2

225

941

高さ

幅-

-

271

朱

麻

 神社名

 鉾名称

 調査日

 調査者

 調査地

 地域 組織 使用状況：

寄進者等：

 御霊神社

 紅葉鉾

剣

 徳大寺殿町

長さ

スリット

円周

長

38

鈴

64 27

鈴紐

くくり

紐

紐

65

管理者：

保管場所：

939

371 119

222

67

鉄

222

4848

204

212

140

64

92

95

0.9

銅

棹
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［図３］現地記入カード（分解） 

   神社    鉾   年  月    日   調査者：  

剣 竹・剣ばさみ   額
最大幅③   

  

[材質⑫：竹・竹以外(  

 

)] 

   

 上部 

 (   ) 

 

 

 

前  後

 
 

幅(   )  (   )   幅(    )    厚さ⑱   

 (   ) 
スリット長さ 縦⑰   

 

横⑰ 
  (    ) (  ) 

 

 ( )

   

 

スリット数⑧  

 

 

 

スリット溝幅 

 

スリット長さ⑦  

 

 

   

(   )

 

[軸穴：⑲㊤縦 ×横 

(
 

)
 

 

   

全長⑩ 全長⑩ 全長⑩ ⑳㊦縦 ×横   ] 
 

 

 

 (  )  (   )  (   )

 

 

受金

 

 
  厚さ㉓ 

剣 先 〜 額 上②  幅( )  (  )    ( )  
  (   )  

 

 幅(     ) 縦㉒
   錺   [分割数：⑭(    )][意匠：  ]        ( ) 

    [構造：一枚・合わせ・その他(    )]   
  

横⑬ 
 横⑬ 横㉒

 
( )     ( ) (    )

 

 [軸穴：㉔㊤縦 ×横  

 

㉕㊦縦 ×横  ]  

鈴   [重量：㉞ ] 
額上幅④ 縦⑬ 

 

縦⑬

(  )   ( ) (    ) 全長㉜

全長① 長さ   (  ) 

  (   )  ( )

直径㉝  
最大厚⑮ 最大厚⑮  ( ) 舌：長さ㊱ ( ) 

   材質㊲ ( ) 

棹  [軸穴縦横幅㊷ 縦  ×横  ]   吹散  径㊱ ( ) 
 

 

円周：上㊴  
 
軸長さ   紐  くくり紐：色㉗( ) 材質㉘(  ) 鈴紐:色㉙(      ) 材質㉚(       ) 

鈴の腕木㊸ ( )
 

( ) 
( )  軸:直径  情報

 長さ：鈴当㊹  

  

( )  
  (

 
)  

円周：鈴当㊺

材質：鈴当㊻    ( )  
(   ) 円周：鈴当直下㊵   

 ( ) 
 

 

   

 

 

 

 

 

全長

( ) 

全長㊳

( )

意匠

下から 50cm の円周 (      ) 

 (    )
 

幅

   ( )    注 ・単位は mm 
  

・一部材ごとの状態や情報を書き込む。特に年号等の情報は必須

円 周 ： 下㊶    

   
 ・剣に補強等がある場合、その箇所の厚みと剣本体の厚みを測定する

    ( ) ・錺が分割している場合、各飾ごとに測定。その際は裏面に記入する

⑤

⑥
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計測調査が拓く祭礼民具研究の可能性

    

現地記入カード（組立） 

剣
の
厚
み
は
、
分
解
時
に
準
ず
る
。 

剣
挟
が
竹
の
場
合
は
、
組
立
時
の
長
さ
も
計
測
す
る
。

鈴
紐
は
調
整
し
た
後
の
振
り
子
長
を
計
測
す
る
こ
と

に
よ
り
、
剣
・
鈴
の
振
幅
周
期
が
分
か
る
。 

   神社  鉾  年  月  日  調査者： 

組立時

剣先〜額上

②( ) 

剣ばさみ(竹) 
 
表 ( )  裏 ( ) ⑪ 

錺全長

 ( ) 

鈴の腕木

( )

振り子長

( ) 

棹全長

( ) 
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［図４］剣鉾調査票（２枚目以降）（記入例） 
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計測調査が拓く祭礼民具研究の可能性

剣① (お飾り) 剣② 剣③

厚1.3 全長：1708 厚0.1 全長：1610 厚1.3 全長：1643

剣先から額上：1123 剣先から額上:1175 剣先～額上:1165

厚1.1 最大幅：276 厚1 最大幅：329 厚1.2 最大幅：329

額上幅：(出ている含) 94 額上幅：82 額上幅：82

(含めない) 80 スリット長さ：397 スリット長さ：397

厚1.7 スリット長さ：316

厚1.6

厚4.9 折れたところ (ヒビ) 厚1.8

補修銅版

幅：130 田中氏記憶あり

厚2 厚2

穴あり 厚4 厚4.5

厚5.3

厚11.3 厚4 厚5.6

茎

「前　徳大寺殿町」

厚7.8

　　オリジナルが オリジナル茎長さ222

　なくなったところ 現在の茎長601 叩いた後

厚6.4 研磨していない

幅26

剣④ 全長：1740 剣先～額上：1270 最大幅：327 額上幅：82 スリット長さ：400

厚4.4 厚5.4 額上から300の厚3.1 厚0.7 厚１

　幅２７

127のところが軸欠38

 調査日：

 調査者：

剣鉾状況情報欄

 神社名： 　　御霊神社

 鉾名称： 　　紅葉鉾

 資料No.    　─
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吹散① (箱4に入っていた) 吹散② (箱１に入っていた) 吹散③ (箱2に入っていた)

全長7570 全長7228 全長7535

軸：幅797 直径30 軸：幅797 直径33 軸：幅804 直径30

吹散④ (箱2に入っていた)

全長7535 「参十五」の張り紙

軸：幅804 直径30

吹散⑤(箱3に入っていた) 吹散⑥(箱3に入っていた)

全長6872 幅700 全長8750 幅454

軸：幅767 直径32 軸：幅613 直径21

「参十七」の張り紙

　調査日：

　調査者：

剣鉾状況情報欄

 神社名：

 鉾名称：

 資料No.

  御霊神社

  紅葉鉾

  　─
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計測調査が拓く祭礼民具研究の可能性

よ
る
所
有
、
町
内
で
所
有
、
神
社
所
有
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
組
み
立
て
式
で
あ
る
の
で
、

調
査
は
、
剣
鉾
が
出
さ
れ
る
祭
礼
時
に
、
祭
礼
調
査
と
同
時
並
行
で
行
う
こ
と
が
多
か
っ

た
。
祭
礼
日
は
何
か
所
も
の
神
社
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
祭
礼
の
準
備
や
撤
収

の
最
中
に
、
所
有
者
の
間
を
廻
っ
て
、
無
理
を
言
っ
て
計
測
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
繰

り
返
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
剣
鉾
の
形
状
の
多
様
さ
を
反
映
す
る
た
め
に
は
、
統
一
的
な
計
測
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
に
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
剣
鉾
の
個
性
を
書
き
出
す
必
要
性
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
茎

や
剣
身
で
継
い
で
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
継
ぎ
部
分
の
厚
み
や
長
さ
な
ど
を
詳
細

に
計
測
し
た
。
よ
っ
て
剣
鉾
調
査
票
へ
の
統
一
的
な
記
載
に
加
え
て
、
個
別
に
計
測
し
た

箇
所
を
写
真
に
記
し
て
反
映
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
こ
と
は
、
剣
鉾
の
個
性
に

よ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
調
査
の
実
務
的
な
制
限
、
逆
に
余
裕
も
反
映
し
て
い
る
。
そ

う
し
た
こ
と
は
、
剣
鉾
調
査
票
の
二
枚
目
以
降
に
写
真
や
図
と
と
も
に
記
録
し
た
（
図
４
）
。

こ
れ
ら
個
別
の
剣
鉾
調
査
票
は
本
報
告
書
に
掲
載
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
今
後
の
研
究
の

深
化
を
待
つ
た
め
本
報
告
書
付
録
の
デ
ー
タ
デ
ィ
ス
ク
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
収
載

し
た
。

資
料
編
第
九
章
「
計
測
数
値
」
で
は
、
計
測
デ
ー
タ
の
解
析
用
の
表
を
掲
載
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
今
ま
で
の
祭
礼
調
査
に
加
え
て
民
具
学
的
手
法
に
よ
り
集
積
し
た
デ

ー
タ
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
成
果
を
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
先

述
の
個
別
の
剣
鉾
調
査
票
に
記
載
し
た
デ
ー
タ
の
す
べ
て
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
こ

と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。
あ
く
ま
で
も
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
か
ら

解
析
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
抽
出
し
た
表
で
あ
り
、
そ
の
詳
細
は
資
料
編
第
九
章
の
解
説
を

参
照
さ
れ
た
い
。
本
計
測
調
査
の
成
果
を
活
用
し
、
祭
礼
民
具
の
特
殊
性
に
着
目
し
た
研

究
の
可
能
性
に
期
待
し
て
い
る
。

四 

計
測
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
も
の 

計
測
調
査
で
は
、
剣
鉾
の
寸
法
の
計
測
の
み
な
ら
ず
、
構
成
部
材
に
刻
ま
れ
て
い
る
刻

印
や
墨
書
、
そ
れ
ら
を
収
納
し
て
い
る
箱
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
墨
書
な
ど
も
情
報
と

し
て
記
録
し
た
。
本
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
も
の
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
課
題
と
し
た
部

分
も
多
い
。

剣
に
つ
い
て 

剣
は
、
シ
ル
エ
ッ
ト
は
同
じ
で
あ
る
が
、
長
さ
や
厚
み
に
つ
い
て
は
数
値
の
個
体
差
が

あ
り
、
長
さ
や
厚
み
、
ス
リ
ッ
ト
の
寸
法
は
、
し
な
り
に
関
係
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

東
山
の
剣
は
、
他
の
地
域
と
比
較
す
る
と
長
い
傾
向
に
あ
る
。
厚
み
の
測
定
に
つ
い
て
は

基
本
は
三
か
所
で
あ
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
そ
れ
以
上
の
測
定
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
茎

を
測
定
す
る
こ
と
で
、
使
用
し
た
真
鍮
材
の
本
来
の
厚
み
が
分
か
る
。
こ
の
厚
み
の
真
鍮

を
鍛
造
し
延
伸
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
根
元
か
ら
剣
先
に
向
か
っ
て
薄
く
延
ば
す
こ

と
で
、
振
る
た
め
の
支
点
の
位
置
を
低
く
し
、
な
お
か
つ
先
端
が
薄
い
こ
と
で
差
し
た
際

の
美
し
さ
を
目
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
測
定
し
た
剣
の
中
に
は
、

茎
か
ら
先
端
ま
で
厚
み
が
均
一
、
も
し
く
は
変
化
が
少
な
い
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、

差
す
こ
と
が
で
き
な
い
、
す
な
わ
ち
、
差
す
た
め
の
剣
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

剣
挟
に
つ
い
て 

剣
挟
は
、
剣
を
固
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
項
目
で
は
材
質
に
も
着
目
し
た
。
剣
挟

は
、
タ
ケ
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
も
あ
り
、
多
く
の
剣
鉾
で
は
し
な
り
や
す
い
竹
が
使

わ
れ
て
い
る
。し
か
し
中
に
は
カ
シ
材
な
ど
の
堅
木
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

こ
れ
は
梅
ケ
畑
、
嵯
峨
、
鞍
馬
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
が
差
し
た
際
の

な
か
ご
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し
な
り
方
や
差
し
方
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
組
ん
だ
状
態
で
計
測
し
た
場
合
、
額
上
か
ら
剣
挟
の
上
端
ま
で
の
寸
法
を
測
定

す
る
こ
と
で
、
剣
を
し
な
ら
せ
る
た
め
の
支
点
の
位
置
が
分
か
る
。

錺
に
つ
い
て 

錺
に
は
、
一
枚
板
で
構
成
さ
れ
る
も
の
、
分
割
で
き
る
も
の
、
立
体
的
な
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
を
調
査
す
る
こ
と
で
時
代
的
な
こ
と
が
分
か
る
と
思
わ
れ
る
。

モ
チ
ー
フ
に
は
、
木
や
草
花
と
い
っ
た
植
物
、
動
物
、
器
物
な
ど
様
々
な
も
の
が
用
い

ら
れ
て
お
り
、
剣
鉾
の
名
称
も
そ
の
錺
か
ら
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
中
で
も
菊

は
、
様
々
な
角
度
か
ら
モ
チ
ー
フ
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
全
体
の
約
十
％
を
占
め
、
菊
を

含
め
て
植
物
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
錺
は
、
全
体
の
約
四
十
％
を
占
め
る
。
そ
の
他
、
牡
丹
、

松
、
柏
、
葵
、
鷹
羽
、
橘
と
続
く
。
動
物
で
は
龍
、
器
物
で
は
扇
が
比
較
的
多
い
。

額
と
受
金
に
つ
い
て 

こ
の
項
目
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
軸
穴
の
寸
法
に
着
目
し
た
。
そ
の
寸
法
か
ら
剣
の
茎
の

厚
み
と
剣
挟
の
厚
み
が
分
か
る
。
数
値
が
大
き
い
も
の
は
、
現
在
は
竹
を
使
用
し
て
い
る

剣
鉾
で
も
か
つ
て
は
カ
シ
材
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら
差
し
方
の

変
化
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

鈴
に
つ
い
て 

釣
鐘
型
の
も
の
が
多
い
が
、
中
に
は
絵
画
資
料
『
風
流
祭
礼
図
屏
風
』（
千
葉
市
美
術
館
蔵
）

に
描
か
れ
て
い
る
、
剣
鉾
の
鈴
に
使
用
さ
れ
て
い
る
仏
具
で
あ
る
五
鈷
鈴
を
使
っ
て
い
る

も
の
も
あ
っ
た
。
計
測
調
査
で
は
、
差
し
方
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
鈴
の
重

さ
も
測
っ
て
い
る
。

鈴
の
材
質
は
青
銅
製
で
あ
る
が
、
舌
は
鉄
製
の
も
の
も
多
く
、
後
補
の
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

棹
に
つ
い
て 

基
本
的
に
ヒ
ノ
キ
の
芯
去
り
で
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
漆
を
塗
り
、
螺
鈿
や
蒔
絵
、

錺
金
具
な
ど
で
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
鉾
差
し
が
差
す
た
め
に
持
つ
と
こ

ろ
あ
た
る
部
分
は
、
滑
ら
な
い
よ
う
漆
の
塗
り
方
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

長
さ
で
は
、
東
山
が
他
の
地
域
よ
り
ひ
と
き
わ
長
い
。
こ
れ
は
し
な
ら
せ
な
が
ら
進
む

た
め
で
あ
り
、
同
様
に
剣
の
寸
法
も
長
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
嵯
峨
は
太
く
作
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
棹
を
軸
に
大
き
く
左
右
に
回
転
さ
せ
る
た
め
安
定
感
が
必
要
な
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

今
は
差
さ
れ
て
い
な
い
鉾
の
棹
も
ト
ウ
ヤ
飾
り
を
す
る
際
に
、
木
の
枠
を
作
り
、
入
り

口
に
飾
ら
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。
ま
た
、
枠
作
り
で
巡
行
す
る
鉾
に
つ
い
て
は
、
棹
が
短

く
切
ら
れ
て
い
る
例
も
見
受
け
ら
れ
た
。

五 

剣
の
材
質
に
つ
い
て 

現
在
、
鉾
差
し
が
行
な
わ
れ
て
い
る
剣
鉾
の
剣
は
真
鍮
製
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
黄
金

色
の
剣
が
し
な
っ
て
光
輝
く
こ
と
で
疫
神
を
集
め
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
真
鍮
は
銅
と
亜

鉛
の
合
金
で
、
塑
性
変
形
し
に
く
い
金
属
で
あ
る
。
故
に
現
代
産
業
に
お
い
て
は
バ
ネ
な

ど
の
適
材
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
東
山
の
よ
う
に
、
し
な
る
動
き
を
利
用
し
た
差
し
方
で

あ
れ
ば
、
物
性
と
い
う
観
点
の
上
で
も
真
鍮
を
使
用
す
る
の
は
理
に
か
な
っ
て
い
る
と
言

え
る
。
剣
鉾
と
い
う
祭
具
が
動
態
を
伴
っ
て
形
式
化
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、「
材
質
」
と
い

う
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
も
考
察
の
余
地
が
あ
る
。
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計測調査が拓く祭礼民具研究の可能性

真
鍮
に
つ
い
て 

真
鍮
は
前
述
し
た
よ
う
に
銅
と
亜
鉛
の
合
金
で
あ
る
。
黄
銅
と
も
呼
ば
れ
る
。
銅
が
多

い
と
柔
ら
か
く
、
亜
鉛
が
多
い
と
硬
い
仕
上
が
り
と
な
る
。
こ
れ
を
剣
鉾
に
当
て
は
め
る

と
、
柔
ら
か
け
れ
ば
差
し
た
際
に
し
な
り
す
ぎ
て
戻
る
力
が
な
く
な
り
、
逆
に
亜
鉛
が
多

い
と
硬
い
た
め
、し
な
り
が
で
な
い
。亜
鉛
は
亜
鉛
鉱
石
か
ら
精
錬
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

亜
鉛
の
融
点
は
四
一
九
度
と
他
の
金
属
よ
り
低
く
、九
二
三
度
で
沸
点
に
達
し
て
し
ま
い
、

気
化
す
る
と
酸
素
と
結
び
つ
い
て
酸
化
亜
鉛
に
な
る
。
精
錬
す
る
に
は
、
亜
鉛
鉱
石
を
密

閉
し
た
容
器
に
い
れ
て
沸
騰
さ
せ
、
昇
華
し
た
も
の
を
集
積
し
な
け
れ
ば
亜
鉛
単
体
を
得

ら
れ
な
い
。
単
体
で
亜
鉛
を
精
錬
す
る
技
術
が
無
か
っ
た
時
代
は
、
天
然
の
亜
鉛
鉱
石
を

銅
と
一
緒
に
溶
解
さ
せ
て
真
鍮
を
作
り
出
し
て
い
た
の
だ
が
、
銅
の
融
点
は
一
〇
八
四
度

の
た
め
、
銅
を
融
解
さ
せ
て
お
い
て
か
ら
亜
鉛
鉱
石
を
投
入
し
な
け
れ
ば
、
亜
鉛
は
気
化

し
て
消
失
す
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
天
然
鉱
石
を
使
っ
た
真
鍮
は
亜
鉛
の
絶
対
量

が
少
な
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

亜
鉛
を
単
体
で
精
錬
す
る
技
術
が
確
立
さ
れ
た
の
は
十
五
世
紀
の
イ
ン
ド
と
い
わ
れ
、

十
七
世
紀
に
な
っ
て
中
国
で
量
産
的
な
亜
鉛
製
造
が
確
立
さ
れ
た
。
一
六
三
七
年
、
明
時

代
に
宗
応
星
が
著
し
た
『
天
工
開
物
』(

１) 

に
は
、
亜
鉛
鉱
石
を
密
閉
し
た
坩
堝
に
入
れ
、

焙
焼
し
て
亜
鉛
単
体
を
取
り
出
す
方
法
が
書
か
れ
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
亜
鉛
製
造
、
真
鍮
製

造
が
普
及
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る(

２)

。

日
本
に
お
い
て
は
、
正
倉
院
宝
物
で
真
鍮
製
の
香
炉
や
合
子
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
が
、
大
陸
か
ら
の
渡
来
し
た
宝
物
で
あ
る
た
め
、
日
本
で
の
真
鍮
生
産
は
十
六
～
十
七

世
紀
、
京
都
で
生
産
が
始
ま
る
ま
で
輸
入
す
る
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

京
都
で
真
鍮
製
造
が
始
ま
っ
た
と
い
う
起
源
説
は
、
滋
賀
広
徳
寺
の
『
真
鍮
吹
始
由
来
』

に
あ
る(

３)

。
藤
左
衛
門
と
い
う
人
物
が
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
に
家
運
の
隆
盛
祈
願
で

断
食
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
十
七
日
目
の
夜
に
童
子
が
夢
に
あ
ら
わ
れ
「
銅
に
釷
丹
（
亜
鉛
）

を
混
ぜ
て
吹
き
流
せ
ば
黄
金
の
金
が
得
ら
れ
る
」
と
い
う
合
金
法
を
授
か
っ
た
と
い
う
由

緒
を
載
せ
て
い
る
。
ま
た
同
書
で
は
京
都
で
真
鍮
吹
が
始
ま
っ
た
の
は
慶
長
四
年
（
一
五

九
九
）
と
し
て
い
る
。

『
真
鍮
吹
始
由
来
』
は
あ
く
ま
で
伝
説
で
あ
る
が
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）、
信
濃
大

名
堀
丹
後
守
直
寄
が
近
江
日
野
の
鉄
砲
職
人
に
命
じ
た
注
文
書
に
「
か
な
こ
し
ん
ち
う

上
々
、
但
、
い
つ
れ
も
丈
夫
に
可
仕
候
」
と
、
鉄
砲
の
仕
様
に
真
鍮
が
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
同
時
期
に
真
鍮
製
造
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る(

４)

。

真
鍮
吹
の
記
録
で
は
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
の
『
京
雀
跡
追
』
や
、
元
禄
二
年
（
一

六
八
九
）
の
『
京
羽
二
重
織
留
』（

５) 

が
挙
げ
ら
れ
、「
し
ん
ち
う
や
（
真
鍮
屋
）
」、「
真
鍮
問

屋
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
江
戸
中
期
に
入
る
頃
に
は
吹
屋
に
よ
る
生

産
体
制
が
整
っ
て
い
た
の
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

本
調
査
で
は
、
剣
自
体
に
製
作
年
が
刻
ま
れ
て
い
る
剣
は
八
十
五
本
あ
っ
た
。
そ
の
中

で
一
番
古
い
も
の
は
、
延
喜
八
年
（
九
〇
八
）
の
北
白
川
天
神
宮
の
壱
ノ
鉾
（
黒
鉾
）
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
鉄
製
で
あ
る
。
真
鍮
製
で
は
、
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
の
長
谷
八
幡
宮

の
扇
鉾
が
古
い
が
、
こ
の
年
号
は
茎
に
刻
ま
れ
て
お
り
、
か
つ
茎
部
分
は
銅
に
鍍
金
が
さ

れ
て
い
る
。
茎
を
除
い
た
剣
部
分
の
み
が
真
鍮
で
あ
り
、
茎
と
剣
の
接
合
の
仕
方
か
ら
も

剣
が
後
補
で
あ
る
可
能
性
は
拭
い
き
れ
な
い
。

次
に
古
い
も
の
は
、
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
の
北
白
川
天
神
宮
の
弐
ノ
鉾
で
あ
る
。

し
か
し
茎
に
刻
ま
れ
た
年
号
は
、
錺
職
人
が
製
作
の
際
に
刻
ん
だ
も
の
で
は
な
く
、
細
く

弱
々
し
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
年
号
自
体
に
疑
問
が
生
じ
る
。

次
に
大
豊
神
社
の
龍
鉾
に
は
、
寛
文
十
年
（
一
六
七
二
）
と
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）

と
い
う
年
号
が
剣
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
前
者
は
剣
の
由
来
書
き
で
あ
り
、
こ
の
剣
が
製
作

さ
れ
た
の
は
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
だ
と
思
わ
れ
る
。

実
際
に
剣
に
刻
ま
れ
て
い
る
年
号
は
、
十
八
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
突
然
多
く
な
る
。
お
そ

る
つ
ぼ
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ら
く
真
鍮
が
日
本
で
安
定
供
給
さ
れ
始
め
た
年
代
と
重
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
蛍
光

エ
ッ
ク
ス
線
分
析
に
よ
る
金
属
配
合
比
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
剣
は
銅
に
対
し
て

三
十
～
四
十
％
の
亜
鉛
を
含
ん
だ
真
鍮
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
割

合
は
、
真
鍮
と
し
て
最
大
の
伸
長
性
を
持
ち
、
色
も
金
色
に
輝
い
て
美
し
い
。

以
上
、
真
鍮
の
歴
史
を
紐
解
い
て
み
れ
ば
、
そ
の
歴
史
か
ら
剣
鉾
の
時
代
性
に
触
れ
ら

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
と
め 

当
初
、
剣
鉾
の
「
寸
法
測
定
」
か
ら
始
ま
っ
た
計
測
調
査
は
、
剣
鉾
の
あ
ら
ゆ
る
情
報

を
記
録
す
る
も
の
に
変
化
し
て
い
っ
た
。剣
に
刻
ま
れ
た
銘
や
、箱
に
記
さ
れ
た
紀
年
銘
、

墨
書
、
さ
ら
に
は
真
鍮
の
配
合
比
か
ら
、
差
し
方
等
、
祭
礼
の
形
態
が
見
え
て
く
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
計
測
調
査
は
、
従
来
行
わ
れ
て
き
た
祭
礼
調
査
の
民
俗
学
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
と
は
異
な
っ
た
視
点
に
立
ち
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
各
情
報
を
精
査
し
、
分
析
す
る
こ

と
に
よ
り
、
今
後
の
剣
鉾
研
究
の
広
が
り
に
寄
与
で
き
る
も
の
と
な
っ
た
。

（
京
都
造
形
芸
術
大
学
教
授
）

（
付
記
）
本
報
告
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金
（
挑
戦
的
萌
芽
研
究
）

「
剣
鉾
の
製
作
技
法
に
関
す
る
研
究
」（
代
表 

伊
達
仁
美
）
の
成
果
の
一
部
を
含
ん
で
い

る
。

註 

(

１) 

宋
応
星
（
薮
内
清

訳
注
）『
天
工
開
物
』
東
洋
文
庫
百
三
十
、
一
九
六
九
年

(

２) 

森
本
芳
行
『
黄
銅
の
歴
史
』
一
九
八
六
年

(

３) 

日
本
伸
銅
協
会
『
伸
銅
工
業
史
』
一
九
六
七
年

(

４) 

産
業
新
聞
社
編
著
『
近
代
日
本
の
伸
銅
業

水
車
か
ら
生
ま
れ
た
金
属
加
工
』
二
〇
〇
八
年

(

５) 

新
修
京
都
叢
書
刊
行
會
編
『
新
修
京
都
叢
書
』
第
二
巻
、
一
九
六
九
年
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剣鉾の構成と動態 

 

 
 

剣
鉾
の
構
成
と
動
態 

—
地
域
性
と
時
代
性
に
着
目
し
て 

溝
邊 

悠
介 

 

は
じ
め
に 

京
都
市
で
は
昭
和
五
十
九
年
度
、
六
十
年
度
の
調
査
で
百
七
十
七
基
の
剣
鉾
を
確
認
し

て
い
る
。
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
始
ま
る
今
回
の
調
査
で
は
、
民
俗
調
査
に
並
行
し
て
モ

ノ
の
調
査
と
し
て
計
測
調
査
を
実
施
し
、
市
内
五
十
四
の
社
寺
で
約
三
百
基
の
剣
鉾
を
確

認
し
た
。
計
測
調
査
は
各
剣
鉾
の
部
材
構
成
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寸
法
、
収
納
箱
、
銘
文
、
付

随
す
る
道
具
な
ど
を
計
測
記
録
し
、
京
都
市
内
に
お
け
る
剣
鉾
の
基
礎
デ
ー
タ
作
成
を
主

と
し
た
。 

剣
鉾
が
他
の
祭
具
と
違
う
点
と
し
て
、「
差
す
」
と
い
う
動
態
が
挙
げ
ら
れ
る
。
祭
礼
行

列
に
お
い
て
、
七
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
な
る
剣
鉾
を
、
差
革
、
差
袋
な
ど
と
呼
ば
れ
る
帯
に
差

し
、
剣
を
し
な
ら
せ
、
鈴
を
鳴
ら
し
な
が
ら
巡
行
す
る
こ
と
を
「
鉾
差
し
」
と
い
う
。 

調
査
を
進
め
て
い
く
な
か
で
、
鉾
差
し
の
動
態
が
剣
鉾
の
形
態
に
与
え
る
影
響
が
大
き

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
本
稿
は
、
モ
ノ
と
し
て
の
剣
鉾
に
対
す
る
調
査
で
得
ら
れ
た
銘
文

情
報
お
よ
び
計
測
デ
ー
タ
を
用
い
て
、剣
鉾
の
製
作
に
お
け
る
歴
史
的
な
変
遷
を
整
理
し
、

剣
鉾
を
「
差
す
」
と
い
う
動
作
に
か
か
わ
る
地
域
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。 

 

 

一 

剣
鉾
の
銘
文
と
製
作
者 

計
測
調
査
で
は
、
剣
鉾
の
各
部
材
寸
法
の
ほ
か
、
モ
ノ
に
直
接
記
さ
れ
た
銘
文
や
、
剣

鉾
が
収
め
ら
れ
る
箱
の
箱
書
き
に
つ
い
て
も
記
録
し
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
銘
文

情
報
の
一
覧
か
ら
、
特
筆
す
べ
き
項
目
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。 

 

銘
文
か
ら
わ
か
る
諸
情
報 

モ
ノ
に
直
接
刻
ま
れ
た
銘
文
は
、
剣
、
錺
、
錺
受
、
受
金
、
鈴
、
棹
に
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
、
総
数
は
百
三
十
五
基
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
箱
書
き
な
ど
で
残
っ
て
い
る
銘
文
は

百
六
十
三
点
確
認
で
き
た
。 

剣
（
劔
、
剣
先
、
ま
ね
き
、
お
い
で
）
は
「
剣
鉾
」
の
名
の
通
り
、
構
成
部
材
の
中
で
も
重
要

な
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。
多
く
の
剣
は
真
鍮
で
作
ら
れ
て
い
る
が
、
巡
行

中
は
し
な
る
運
動
を
繰
り
返
す
こ
と
か
ら
、金
属
疲
労
を
起
こ
し
や
す
い
部
分
で
も
あ
る
。

い
わ
ば
消
耗
品
で
あ
る
の
で
、
毎
年
巡
行
を
続
け
て
い
れ
ば
、
修
繕
や
新
調
が
繰
り
返
さ

れ
る
こ
と
が
十
分
考
え
ら
れ
る
。
剣
の
茎
に
は
、
紀
年
銘
、
製
作
者
銘
、
寄
進
者
銘
が
刻

ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、今
回
の
調
査
で
は
七
十
二
本
の
剣
に
紀
年
銘
が
確
認
で
き
た
。 

剣
の
紀
年
銘
を
、
本
稿
の
末
尾
［
表
１
］
に
ま
と
め
た
。
七
十
二
本
の
傾
向
を
見
る
と
、

製
作
年
代
は
江
戸
後
期
が
最
も
多
く
、
三
十
三
本
が
製
作
さ
れ
て
い
る
。
剣
の
紀
年
銘
に

つ
い
て
最
も
古
く
ま
で
遡
れ
る
も
の
は
、北
白
川
天
神
宮
の
壱
之
鉾
仲
間
が
護
持
す
る「
黒

鉾
」
で
あ
る
。
延
喜
八
年
（
九
〇
八
）
の
銘
を
持
つ
が
、
材
質
は
鉄
で
あ
り
、
し
な
る
剣

鉾
と
は
系
統
を
異
に
し
て
い
る
。 

黒
鉾
に
次
い
で
古
い
銘
は
、
長
谷
八
幡
宮
の
扇
鉾
で
、
茎
に
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）

の
銘
が
あ
る
。
茎
は
目
視
で
も
銅
地
に
鍍
金
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
錺
受
に

も
正
保
三
年
の
銘
文
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
新
調
さ
れ
た
年
代
と
み
て
よ
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
剣
は
真
鍮
で
で
き
て
お
り
、
茎
に
挟
み
込
ま
れ
て
鋲
止
め
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
正
保
三
年
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
部
分
は
、
茎
の
部
分
の
み
の
可
能
性

が
高
い
。
こ
の
よ
う
に
、
長
谷
八
幡
社
の
扇
鉾
は
後
補
痕
が
あ
る
た
め
、
製
作
時
の
姿
を 
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完
全
に
は
確
認
で
き
な
い
。 

一
材
で
で
き
て
い
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
て
考
え
ら
れ
る
な
か
で
最
も
古
い
剣
鉾
の
剣
は
、

北
白
川
天
神
宮
の
弐
之
鉾
で
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
の
銘
が
あ
る
（
写
真
１
）
。
次
に
古

い
の
は
、
今
宮
神
社
の
葵
鉾
の
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
の
剣
で
あ
ろ
う
（
写
真
２
）
。
し

か
し
、
北
白
川
天
神
宮
の
弐
之
鉾
の
「
明
暦
二
年
」
の
文
字
は
か
な
り
稚
拙
な
刻
み
で
あ

る
。
通
常
、
剣
に
刻
ま
れ
る
銘
文
は
毛
彫
り
で
刻
ま
れ
て
い
る
の
が
一
般
で
あ
る
が
、
北

白
川
天
神
宮
の
弐
之
鉾
の
剣
は
、
け
が
き
針
で
何
度
も
な
ぞ
っ
た
よ
う
な
痕
で
紀
年
銘
が

刻
ま
れ
て
い
る
。
後
か
ら
刻
ん
だ
よ
う
に
も
見
え
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
一
方
、

元
禄
七
年
の
今
宮
神
社
の
葵
鉾
は
、
後
補
痕
も
な
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
剣
と
し
て
確
実
視
で

き
る
。 

作
者
で
あ
る
錺
師 

 

紀
年
銘
を
並
べ
て
み
る
と
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期

に
か
け
て
剣
の
製
作
が
盛
ん
で
あ
っ
た
様
子
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
次
に
、
錺
な
ど
も
含
め
、
製
作

者
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
本
稿
の
末
尾
［
表
２
］
は
、
製

作
者
の
名
前
を
抽
出
し
た
表
で
あ
る
。
製
作
者
は
い
わ
ゆ

る
錺
師
で
、
そ
の
数
は
三
十
五
人
に
の
ぼ
る
。
複
数
の
剣

鉾
製
作
に
関
わ
っ
て
い
る
人
物
を
中
心
に
分
析
し
た
結
果

か
ら
、
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
き
た
い
。 

 

① 

丸
屋
浦
井
庄
左
衛
門 

製
作
者
銘
で
最
も
よ
く
み
ら
れ
る
の
は
、「
浦
井
庄
左

衛
門
」「
丸
屋
庄
左
衛
門
」
で
あ
る
。
紫
野
今
宮
神
社
の
柏

鉾
の
剣
に
は
「
錺
師 

建
仁
寺
門
前 

丸
屋 

浦
井
庄
左

衛
門
」と
あ
る
の
で
、丸
屋
が
浦
井
の
屋
号
だ
と
わ
か
る
。

剣
で
は
計
十
四
本
に
名
が
記
さ
れ
、
箱
書
き
な
ど
と
合
わ
せ
る
と
十
八
基
の
剣
鉾
が
確
認

で
き
る
。
そ
の
製
作
時
期
は
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
か
ら
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）

の
、
四
十
六
年
間
で
あ
る
。
紀
年
銘
全
体
で
み
て
も
江
戸
後
期
は
多
く
の
剣
が
製
作
さ
れ

て
い
る
が
、
浦
井
庄
左
衛
門
銘
の
剣
は
御
霊
神
社
や
粟
田
神
社
に
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

銘
文
の
中
に
は
「
建
仁
寺
門
前
」「
建
仁
寺
町
松
原
上
ル
」
と
住
所
も
記
さ
れ
る
が
、『
商

人
買
物
独
案
内
（
天
保
二
年
版
）』（
一
八
三
一
）
な
ど
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ま
た
、
浦
井
庄
左
衛
門
が
工
房
を
構
え
た
建
仁
寺
門
前
に
あ
た
る
、
京
都
ゑ
び
す
神
社
氏

子
域
の
博
多
町
に
は
浦
井
庄
左
衛
門
が
手
掛
け
た
鳳
凰
の
神
輿
錺
が
残
さ
れ
て
い
る（
写
真

３
）
。
こ
の
神
輿
錺
に
は
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
の
銘
が
あ
る
。 

な
お
、
大
豊
神
社
の
神
輿
錺
に
も
、
浦
井
庄
左
衛
門
の
製
作
を
証
明
す
る
箱
書
き
が
認

［写真1］北白川天神宮弐之鉾  

明暦二年銘 
［写真2］紫野今宮神社葵鉾  

元禄七年銘 

［写真３］京都ゑびす神社博団山の神輿錺 
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め
ら
れ
る
よ
う
だ
が
、
今
回
の
調
査
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。 

② 
躰
阿
弥 

 

下
御
霊
神
社
の
重
菊
鉾
の
剣
に
刻
ま
れ
て
い
る
錺
師
「
躰
阿
弥
」
は
、
文
献
史
料
で
も

確
認
で
き
る
錺
職
人
で
あ
る
。
こ
の
剣
に
は
「
天
保
五
年
」（
一
八
三
四
）
と
刻
ま
れ
て
お

り
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
史
料
で
あ
る
『
商
人
買
物
独
案
内
（
天
保
二
年
版
）
』（
一
八
三
一
）
で

は
「
禁
裏
御
所
御
用 

御
錺
所 

堺
町
竹
屋
町
上
ル
町 

躰
阿
弥
権
兵
衛
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
住
所
は
現
在
の
中
京
区
橘
町
で
、
下
御
霊
神
社
の
氏
子
地
域
で
あ
る
。 

③ 

堀
井
新
兵
衛 

 

住
吉
大
伴
神
社
、
上
中
八
幡
神
社
の
剣
は
「
堀
井
新
兵
衛
」
の
銘
が
あ
り
、
同
一
の
製

作
者
が
つ
く
っ
た
剣
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
明
治
二
十
五
年
」「
明
治
三
十
二
年
」
の
紀
年

銘
が
刻
ま
れ
る
。
と
も
に
錺
箱
や
剣
箱
に
も
同
じ
紀
年
銘
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
剣
鉾
一
式

を
新
調
し
た
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。 

福
王
子
神
社
の
常
盤
鉾
の
錺
箱
に
は
「
明
治
八
年
乙
亥
十
月
吉
日 

西
京
一
條
通
浄
福

寺
西
入
町 

細
工
所 

錺
師
堀
井
新
太
郎
」
の
墨
書
が
あ
る
。
ま
た
、
由
岐
神
社
名
主
仲

間
が
護
持
す
る
四
本
鉾
の
受
金
に
は
「
昭
和
四
年 

拾
月
吉
日 

修
覆
」「
京
都 

大
宮
一

条 

錺
師
堀
井
新［  

」の
墨
書
が
あ
り
、こ
れ
も
堀
井
新
兵
衛
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。 

 

こ
の
堀
井
新
兵
衛
は
、
現
在
神
輿
錺
な
ど
を
手
が
け
る
大
柳
製
作
所
（
上
京
区
榎
町
）
の

創
始
者
で
あ
る
。
同
社
に
よ
る
と
堀
井
親
兵
衛
は
、
明
治
初
期
に
大
宮
一
条
で
「
錺
新
」

と
い
う
屋
号
で
錺
細
工
所
を
始
め
た
と
さ
れ
て
お
り
、
計
測
調
査
で
得
ら
れ
た
時
期
・
住

所
と
も
一
致
す
る
。
福
王
子
神
社
の
福
王
子
鉾
の
部
材
の
一
部
に
は
、「
平
成
丙
戌
十
八
年

十
月
吉
日 

福
王
子
地
区
奉
賛
会 

製
作 

大
柳
製
作
所 

上
京
区
榎
町
」
と
い
う
銘
文

が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

④ 

柳
原
栄
三 

 

柳
原
栄
三
の
銘
は
北
白
川
天
神
宮
の
弐
之
鉾
、
下
御
霊
神
社
の
重
菊
鉾
、
須
賀
神
社
の

剣
鉾
、
同
菖
蒲
鉾
、
吉
田
神
社
今
宮
社
の
松
鉾
、
天
道
神
社
の
龍
鉾
の
剣
に
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
紀
年
銘
か
ら
は
大
正
十
一
年
か
ら
昭
和
十
一
年
の
時
期
に
剣
を
製
作
し
て
い
る

の
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
春
日
神
社
の
弐
番
鉾
の
古
い
受
金
木
組
に
は
「
明
治
三
十
四
年

九
月 

二
條
寺
町
西
江

入
錺
師
柳
原
栄
［ 

」
と
あ
り
、
活
動
期
間
は
明
治
三
十
四
年
ま

で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。 

⑤ 

森
本
安
之
助 

 

森
本
安
之
助
ま
た
は
森
本
錺
金
具
製
作
所
の
銘
は
六
本
の
剣
に
み
ら
れ
る
。愛
宕
・
野
々

宮
神
社
（
嵯
峨
祭
）
の
菊
鉾
、
平
岡
八
幡
宮
の
一
之
瀬
鉾
、
中
島
鉾
、
善
妙
寺
鉾
、
平
岡
鉾

で
あ
り
、
平
岡
八
幡
宮
に
つ
い
て
は
全
て
の
鉾
に
関
わ
り
を
も
っ
て
い
る
。
三
代
目
森
本

安
之
助
に
よ
る
、
国
分
綾
子
編
『
錺
師
森
本
安
之
助
』（
一
九
七
〇
）
に
よ
る
と
、
初
代
森

本
安
之
助
は
、
引
き
手
問
屋
の
仕
事
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
。
錺
金
具
の
仕
事
は
、
高
台

寺
の
隣
に
あ
る
日
露
戦
争
の
忠
魂
堂
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
二
代
目
森
本
安
之
助
は
明
治

二
十
七
年
生
ま
れ
で
、
大
正
四
年
に
二
代
目
を
継
い
だ
。
宮
内
省
、
伊
勢
遷
宮
、
国
会
議

事
堂
御
便
殿
、
文
子
天
満
宮
神
輿
、
放
下
鉾
な
ど
を
手
が
け
、
職
人
も
二
十
人
以
上
と
な

っ
た
。
三
代
目
森
本
安
之
助
は
、
昭
和
四
十
四
年
に
三
代
目
を
襲
名
し
た
。
平
成
二
十
二

年
に
四
代
目
が
跡
を
継
ぎ
、
今
に
至
る
。 

⑥ 

七
郎
兵
衛 

紫
野
今
宮
神
社
の
柏
鉾
の
剣
に
は
、「
寄
付
／
大
和
屋
茂
左
衛
門
／
宝
暦
十
二
壬
午
年
五

月
吉
日
」「
柏
鉾
御
剣
／
細
工
人 

今
宮
／
錺
師 

七
郎
兵
衛
」の
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
七
郎
兵
衛
と
同
じ
名
が
、
同
じ
く
紫
野
今
宮
神
社
の
沢
瀉
鉾
を
護
持
す
る
上
善
寺
町

の
文
書
に
も
み
ら
れ
る
。
京
都
市
歴
史
資
料
館
蔵
「
上
善
寺
町
文
書
」
の
中
に
剣
鉾
の
棹

の
見
積
り
書
が
残
っ
て
お
り
、
文
化
七
年
に
上
善
寺
町
、
梶
井
宮
、
役
所
に
宛
て
て
い
る
。

見
積
り
書
の
仕
様
を
み
る
と
、
真
鍮
下
地
に
銀
メ
ッ
キ
、
沢
瀉
唐
草
の
模
様
を
毛
彫
り
で

拵
え
る
な
ど
、
現
存
す
る
棹
と
同
じ
仕
様
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
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二 

剣
鉾
の
制
作
年
代
と
製
法 

御
香
宮
の
剣
鉾
の
製
作
年
代
と
寄
進
者 

御
香
宮
の
棹
に
は
、元
禄
七
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
寄
進
者
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

御
香
宮
に
は
九
本
の
剣
鉾
が
現
存
し
て
い
る
が
、
初
め
か
ら
九
本
揃
っ
て
い
た
の
で
は
な

く
、
年
を
追
う
ご
と
に
増
え
て
ゆ
く
過
程
が
み
て
と
れ
る
。「
壱
番
」
の
銘
が
あ
る
棹
に
は

「
元
禄
七
丙
戌
歳
九
月
吉
日
／
御
香
宮
伏
見
住
／
竹
元
五
兵
衛
正
治
」
と
あ
り
、
元
禄
七

年
で
は
一
本
だ
け
で
あ
っ
た
の
が
、
元
禄
八
年
に
「
二
番
」「
三
番
」「
四
番
」「
五
番
」
が

加
わ
り
、
元
禄
九
年
に
「
六
番
」
以
降
「
九
番
」
ま
で
が
加
わ
っ
て
い
る
。
注
目
す
る
の

は
元
禄
八
年
の
四
本
が
い
ず
れ
も
「
武
州
江
戸
之
住
」
と
あ
り
、
江
戸
に
住
む
磯
田
氏
か

ら
の
寄
進
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。 

 剣
の
銘
文
と
箱
書
き
と
の
関
係 

こ
こ
で
は
、
剣
銘
文
と
剣
箱
書
と
の
関
係
性
に
注
目
し
た
い
。
剣
は
一
本
ご
と
に
専
用

の
箱
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
剣
の
紀
年
銘
と
箱
書
き
が
一
致
す
る
例
は
限
ら
れ

て
い
る
。
剣
と
剣
箱
そ
れ
ぞ
れ
に
紀
年
銘
が
あ
る
の
は
二
十
五
例
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち

剣
と
箱
書
き
の
紀
年
銘
が
一
致
す
る
の
は
、
八
神
社
二
之
鉾
、
御
霊
神
社
紅
葉
鉾
、
住
吉

大
伴
神
社
剣
鉾
、
下
御
霊
神
社
重
菊
鉾
の
四
例
で
あ
る
（
表
１
）
。
ま
た
、
剣
の
ほ
う
が
古

い
事
例
は
十
四
例
、
箱
書
き
の
ほ
う
が
古
い
事
例
は
七
例
あ
っ
た
。 

剣
鉾
を
新
調
し
た
際
、
一
式
が
欠
落
す
る
こ
と
な
く
残
さ
れ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
モ

ノ
に
刻
ま
れ
た
銘
文
と
、
モ
ノ
を
収
納
す
る
箱
書
き
が
一
致
す
る
場
合
で
あ
る
。
一
式
が

同
時
期
に
新
調
さ
れ
て
い
れ
ば
、
剣
鉾
の
製
作
年
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今

回
の
計
測
調
査
で
は
、
住
吉
大
伴
神
社
、
上
中
八
幡
神
社
が
該
当
す
る
。 

 

剣
の
材
質
の
重
要
性 

鉾
差
し
に
よ
る
巡
行
が
行
な
わ
れ
て
い
る
剣
鉾
の
剣
は
真
鍮
製
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

黄
金
色
の
剣
が
し
な
っ
て
光
り
輝
く
こ
と
で
疫
神
を
集
め
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
真
鍮
は

銅
と
亜
鉛
の
合
金
で
、塑
性
変
形
し
に
く
い
金
属
で
あ
る
。故
に
現
代
産
業
に
お
い
て
は
、

バ
ネ
な
ど
の
適
材
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
後
で
述
べ
る
東
山
系
の
鉾
差
し
の
よ
う
に
、
し

な
る
動
き
を
利
用
し
た
差
し
方
で
あ
れ
ば
、
物
性
と
い
う
観
点
の
上
で
も
真
鍮
を
使
用
す

る
の
は
理
に
か
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
剣
鉾
と
い
う
祭
具
が
、
動
態
を
伴
っ
て
形
式
化

し
て
い
る
と
す
れ
ば
、「
材
質
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
も
考
察
の
余
地
が
あ
る
。 

 真
鍮
の
生
産 

真
鍮
に
つ
い
て
は
本
報
告
書
の
な
か
で
伊
達
仁
美
氏
が
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
簡

単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
真
鍮
は
、
銅
と
亜
鉛
の
合
金
で
あ
る
が
、
こ
の
亜
鉛
は
融
点
が

四
一
九
度
、
沸
点
が
九
二
三
度
と
、
他
の
金
属
よ
り
か
な
り
低
い
特
性
を
持
っ
て
お
り
、

精
錬
に
技
術
を
要
し
た
。
そ
の
た
め
、
亜
鉛
を
含
む
鉱
石
か
ら
亜
鉛
を
単
体
で
抽
出
す
る

技
術
が
確
立
さ
れ
た
の
は
十
五
世
紀
の
イ
ン
ド
と
い
わ
れ
、
そ
の
量
産
化
は
十
七
世
紀
の

中
国
で
可
能
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
明
代
に
宗
応
星
が
著
し
た
『
天
工
開
物
』（
一
六

三
七
）
に
、
密
閉
方
式
に
よ
る
精
練
方
法
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
世
界
的
に
み
て
も
、

先
進
的
な
技
術
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
真
鍮
の
安
定
供
給
の
背
景
に
は
、
亜
鉛
精
錬
の
技

術
的
な
進
化
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
最
先
端
の
祭
礼
文
化
と
し
て
の
真
鍮
の
剣 

日
本
で
の
真
鍮
利
用
の
記
録
は
、室
町
時
代
初
期
に
玄
慧
法
印
が
著
し
た
と
さ
れ
る『
喫

茶
往
来
』
や
「
室
町
殿
行
幸
御
飾
記
」（
一
四
三
二
）
な
ど
の
喫
茶
の
記
録
に
み
ら
れ
る
。

『
喫
茶
往
来
』
で
は
、「
立
鍮
石
香
匙
火
箸
」
と
記
さ
れ
、
鍮
石
す
な
わ
ち
真
鍮
の
記
録
が
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認
め
ら
れ
る
。
喫
茶
の
場
で
あ
る
会
所
で
、
唐
物
す
な
わ
ち
鑑
賞
用
の
海
外
か
ら
の
輸
入

品
と
し
て
、
真
鍮
の
香
炉
な
ど
が
飾
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

中
国
で
亜
鉛
の
量
産
化
が
始
ま
っ
た
頃
、
日
本
で
も
鉄
砲
技
術
の
一
環
と
し
て
真
鍮
が

製
造
さ
れ
て
い
る
様
子
が
み
ら
れ
、
十
七
世
紀
後
半
に
は
京
都
に
真
鍮
屋
や
真
鍮
問
屋
が

あ
っ
た
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。 

つ
ま
り
、黄
金
色
に
輝
く
真
鍮
は
、当
時
難
し
か
っ
た
最
先
端
技
術
の
産
物
で
あ
っ
た
。

現
代
に
お
い
て
、
剣
鉾
と
い
う
祭
礼
文
化
が
京
都
を
中
心
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事

実
は
、
近
世
初
頭
に
京
都
で
真
鍮
生
産
が
始
ま
り
、
そ
れ
が
時
を
移
さ
ず
に
町
民
の
祭
礼

に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
と
い
う
一
端
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

  

三 

鉾
差
し
の
技
能
の
地
域
差 

鉾
差
し
の
技
能
と
モ
ノ
と
し
て
の
剣
鉾
と
の
関
係
を
み
て
い
く
た
め
に
、
ま
ず
は
京
都

市
内
の
春
季
・
秋
季
祭
礼
で
み
ら
れ
る
「
差
す
」
と
い
う
技
能
を
系
統
別
に
整
理
し
た
い
。 

 

鉾
差
し
の
分
類
に
つ
い
て 

鉾
差
し
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
と
し
て
は
、
京
都
の
民
俗
文
化
総
合
活
性
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
編
・
発
行
の
講
演
録
『
京
都
の
剣
鉾
ま
つ
り
』（
二
〇
一
一
）
が
あ
る
。 

同
書
の
中
で
、
出
雲
路
敬
直
氏
は
鉾
差
し
を
三
系
統
に
分
類
し
て
い
る
。
東
山
を
中
心

に
し
た
地
域
に
多
く
み
ら
れ
る
差
し
方
を
「
東
山
系
」、
梅
ケ
畑
や
嵯
峨
で
み
ら
れ
る
差
し

方
を
「
西
山
系
」、
鞍
馬
の
よ
う
に
四
本
の
棹
で
差
す
の
を
「
鞍
馬
系
」
と
分
類
し
て
い
る
。 

ま
た
、
高
島
孝
佳
氏
は
、
西
山
系
の
な
か
で
も
梅
ケ
畑
と
嵯
峨
の
差
し
方
は
足
の
運
び

方
に
共
通
項
が
見
出
せ
る
と
し
な
が
ら
も
、
嵯
峨
が
独
自
に
発
展
し
た
差
し
方
で
あ
る
と

分
析
し
、
梅
ケ
畑
、
嵯
峨
と
分
類
を
分
け
た
。
さ
ら
に
そ
の
形
態
か
ら
、
御
香
宮
や
金
札

宮
の
剣
鉾
を
、「
伏
見
」
と
い
う
一
群
に
分
け
て
い
る(

１)

。 

今
回
、
計
測
調
査
に
伴
い
各
地
の
差
し
方
を
見
学
し
た
上
で
比
較
検
討
し
た
結
果
、
高

島
氏
の
分
析
の
通
り
、
西
山
系
と
呼
ば
れ
て
い
た
梅
ケ
畑
と
嵯
峨
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の

差
し
方
と
判
断
し
、
鞍
馬
、
東
山
と
あ
わ
せ
て
市
内
の
差
し
方
の
違
い
を
四
つ
に
分
類
し

た
。「
梅
ケ
畑
」、「
嵯
峨
」、「
鞍
馬
」、「
東
山
」
の
四
分
類
で
あ
る
。
高
島
氏
が
提
示
し
た

「
伏
見
」
は
、
モ
ノ
と
し
て
他
地
域
と
差
異
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
現
在
鉾
差
し
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
な
い
以
上
、
鉾
差
し
の
系
統
立
て
に
は
難
し
い
と
判
断
し
、
分
類
に
は
含
め

な
か
っ
た
。
伏
見
の
モ
ノ
と
し
て
の
比
較
は
後
述
す
る
こ
と
と
す
る
。
各
地
の
差
し
方
の

分
類
に
つ
い
て
は
、
京
都
の
民
俗
文
化
総
合
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
編
・
発

行
『
京
都
の
剣
鉾
ま
つ
り
２
』（
二
〇
一
二
）
に
お
い
て
、
拙
稿
「
剣
鉾
の
差
し
方
と
差
革
」

で
部
分
的
に
述
べ
て
い
る(

２)

。
ま
た
本
報
告
書
に
お
い
て
も
、
福
持
昌
之
氏
が
詳
し
く
触

れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
構
成
部
材
と
の
考
察
で
必
要
な
各
地
の
特
徴
に
つ
い
て
簡
単

に
解
説
し
て
お
き
た
い
。 

 

東
山
の
特
徴 

 

東
山
の
差
し
方
は
、
前
後
方
向
に
剣
が
し
な
る
差
し
方
で
、
前
方
に
大
き
く
剣
を
し
な

ら
せ
る
と
こ
ろ
が
特
徴
で
あ
る
。ま
た
、剣
の
振
幅
に
合
わ
せ
鈴
の
振
子
長
さ
を
調
節
し
、

剣
と
鈴
の
振
幅
を
同
期
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
鈴
を
周
期
的
に
一
定
の
リ
ズ
ム
で
鳴
ら

し
て
い
る
。
左
足
の
み
蹴
り
出
す
こ
と
で
、
鈴
は
左
後
方
か
ら
か
ら
右
前
方
へ
と
斜
め
に

振
れ
、
鈴
当
て
に
当
た
り
な
が
ら
上
か
ら
見
た
時
に
∞
の
字
に
近
い
軌
道
を
描
く
。
剣
が

前
に
大
き
く
し
な
る
慣
性
の
力
を
利
用
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
足
を
前
に
持
っ
て
い
き
進
ん

で
ゆ
く
。
鈴
は
棹
の
腕
木
に
よ
っ
て
前
方
に
突
き
出
て
吊
る
さ
れ
て
い
る
の
で
、
鈴
当
に

当
た
る
場
所
は
、
前
後
の
軌
道
で
い
う
と
中
心
か
ら
後
方
に
ず
れ
た
場
所
に
あ
た
る
。
こ

の
た
め
、
鈴
は
「
チ
リ
ン
チ
リ
ー
ン
」
と
い
う
二
連
撃
の
音
と
な
る
。
東
山
の
鉾
差
し
の
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視
線
は
常
に
上
方
の
剣
を
み
つ
め
、
鉾
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
巡
行
す
る
。 

現
在
、
鉾
差
し
が
行
わ
れ
て
い
る
祭
礼
で
東
山
に
分
類
さ
れ
る
事
例
は
、
大
豊
神
社
、

八
大
神
社
、
須
賀
神
社
、
新
日
吉
神
社
、
下
御
霊
神
社
、
吉
田
神
社
今
宮
社
、
西
院
春
日

神
社
、
北
白
川
天
神
宮
、
粟
田
神
社
が
該
当
す
る
。 

 梅
ケ
畑
の
特
徴 

梅
ケ
畑
は
東
山
の
よ
う
に
剣
を
前
後
に
し
な
ら
せ
る
差
し
方
で
あ
る
。
し
か
し
東
山
の

よ
う
な
、
剣
が
前
側
だ
け
に
大
き
く
し
な
る
様
相
は
示
さ
な
い
。
前
側
に
し
な
る
の
と
同

じ
分
、
後
ろ
に
も
し
な
る
た
め
、
剣
は
東
山
に
比
べ
て
短
い
周
期
の
振
幅
を
繰
り
返
す
。

東
山
の
足
の
運
び
方
が
、
右
足
を
踏
み
出
し
つ
つ
左
足
を
蹴
り
出
す
の
に
対
し
、
梅
ケ
畑

は
左
右
交
互
に
踏
み
出
す
。
足
を
前
に
出
す
た
び
に
、
身
体
も
差
し
出
す
足
の
方
向
に
向

く
た
め
、
鈴
は
鈴
当
の
前
方
部
左
右
に
当
た
り
、「
チ
リ
ン
、
チ
リ
ン
」
と
い
う
単
発
の
一

定
の
周
期
音
が
生
じ
る
。
鉾
差
し
の
視
線
は
東
山
の
よ
う
に
剣
を
見
る
こ
と
は
な
く
、
正

面
を
向
く
。 

 

平
岡
八
幡
宮
の
一
之
瀬
町
、
平
岡
町
、
中
島
町
、
善
妙
寺
町
が
該
当
す
る
。 

 

嵯
峨
の
特
徴 

嵯
峨
の
差
し
方
は
、
棹
を
中
心
軸
に
し
て
身
体
ご
と
左
右
に
回
転
さ
せ
る
差
し
方
で
、

棹
に
身
体
を
密
着
さ
せ
抱
え
る
よ
う
に
持
つ
。
前
に
出
し
た
足
を
軸
足
と
し
て
、
棹
ご
と

身
体
を
ね
じ
る
た
め
、
飛
び
跳
ね
る
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
を
刻
む
。
梅
ケ
畑
と
同
様
、
視
線

は
上
を
見
ず
に
正
面
を
向
く
。
剣
の
し
な
り
は
鈴
と
同
期
せ
ず
、
鈴
は
遠
心
力
に
よ
っ
て

左
右
方
向
に
振
れ
、
鈴
当
の
後
側
に
当
た
る
。
よ
っ
て
嵯
峨
も
梅
ケ
畑
と
同
じ
よ
う
に
単

発
の
一
定
の
周
期
音
が
生
じ
る
が
、
そ
の
差
し
方
の
特
徴
か
ら
、
梅
ケ
畑
よ
り
鈴
の
音
の

間
隔
は
長
い
。で
ん
で
ん
太
鼓
、ま
た
は
雅
楽
の
振
鼓
を
思
い
浮
か
べ
て
い
た
だ
き
た
い
。

剣
の
し
な
り
は
ラ
ン
ダ
ム
に
な
る
の
で
、
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
が
、
錺
の
両
端

に
く
く
ら
れ
た
房
が
遠
心
力
で
よ
り
外
に
広
が
る
ほ
う
が
、よ
い
差
し
方
と
さ
れ
て
い
る
。 

嵯
峨
祭
（
愛
宕
神
社
・
野
々
宮
神
社
）
の
大
門
町
、
中
院
町
、
鳥
居
本
町
、
天
龍
寺
地
区
、

四
区
が
該
当
す
る
。 

［写真4］東山（溝邊悠介, 平成24.10.8） 

［写真5］梅ケ畑 平岡八幡宮の鉾差し 

（藤原喜美子, 平成23.10.9） 

62



剣鉾の構成と動態 

 

 
 

こ
の
五
地
区
の
中
で
も
足
の
上
げ
方
に
は
差
異
が
み
ら
れ
る
。
天
龍
寺
地
区
の
差
し
方

は
、
あ
ま
り
足
を
上
げ
な
い
た
め
、
足
の
運
び
だ
け
を
み
れ
ば
梅
ケ
畑
に
近
い
差
し
方
と

も
い
え
る
。
ま
た
、
足
を
上
げ
な
い
分
ス
テ
ッ
プ
も
早
く
、
鈴
の
音
の
周
期
も
短
い
。 

 

鞍
馬
の
特
徴 

鞍
馬
で
は
、四
本
鉾
と
呼
ば
れ
る
鉾
と
一
本
鉾
と
呼
ば
れ
る
鉾
の
二
種
類
が
存
在
す
る
。

四
本
鉾
は
、
鉾
頭
が
付
く
オ
ヤ
バ
シ
ラ
に
左
・
右
・
後
の
三
本
の
支
持
棒
が
括
り
付
け
ら

れ
、
鉾
頭
を
頂
点
に
、
四
角
錐
の
よ
う
な
形
で
お
互
い
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
合
い
な
が
ら
支

持
す
る
差
し
方
を
す
る
。
オ
ヤ
バ
シ
ラ
の
鉾
差
し
か
ら
み
る
と
、
オ
ヤ
バ
シ
ラ
は
後
ろ
に

傾
け
て
持
ち
上
げ
ら
れ
る
の
で
、
棹
が
肩
に
か
か
る
格
好
に
な
る
。
オ
ヤ
バ
シ
ラ
の
石
突

よ
り
少
し
高
い
位
置
に
水
平
方
向
に
取
り
付
け
ら
れ
た
横
棒
が
あ
り
、
差
し
手
は
そ
の
横

棒
を
握
る
。
鈴
を
鳴
ら
す
の
は
オ
ヤ
バ
シ
ラ
で
は
な
く
、
後
ろ
を
支
え
る
カ
リ
ボ
ウ
の
役

目
で
あ
る
。
カ
リ
ボ
ウ
を
突
き
上
げ
る
動
作
に
よ
っ
て
鈴
が
鳴
ら
さ
れ
る
。
よ
っ
て
鈴
の

音
は
一
定
の
周
期
音
と
い
う
よ
り
は
、
掛
け
声
に
あ
わ
せ
た
カ
リ
ボ
ウ
の
動
作
に
よ
る
も

の
と
な
る
。
剣
は
突
き
上
げ
動
作
に
あ
わ
せ
て
前
後
に
振
れ
る
。
鈴
は
、
オ
ヤ
バ
シ
ラ
か

ら
み
る
と
後
方
に
下
が
っ
て
い
る
た
め
、
鈴
当
後
部
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。 

一
本
鉾
は
他
の
地
域
で
の
所
謂
剣
鉾
と
同
様
の
鉾
で
あ
る
が
、
鉾
差
し
は
差
革
を
用
い

ず
、
両
手
の
み
で
支
持
す
る
。
巡
行
中
は
片
足
を
前
に
出
し
、
後
ろ
の
足
を
引
き
付
け
る

際
に
両
手
で
勢
い
を
つ
け
て
鈴
を
鳴
ら
す
。
剣
は
前
後
方
向
に
細
か
く
振
幅
す
る
。
ま
た

御
旅
所
で
は
、
棹
を
地
面
に
お
ろ
し
た
状
態
で
前
後
に
振
っ
て
鈴
を
鳴
ら
す
。 

由
岐
神
社
（
鞍
馬
火
祭
）
の
僧
達
仲
間
（
四
本
鉾
）
、
名
主
仲
間
（
四
本
鉾
）
、
上
大
惣
仲
間
（
四

本
鉾
）
、
中
大
惣
仲
間
（
四
本
鉾
・
一
本
鉾
）
、
下
大
惣
仲
間
（
四
本
鉾
・
一
本
鉾
）
、
大
工
衆
仲
間
（
一

本
鉾
）
が
該
当
す
る
。 

  

四 

鉾
差
し
の
技
能
と
剣
鉾
の
関
係
性 

剣
挟
の
役
割
と
地
域
差 

 

こ
れ
ら
の
差
し
方
の
違
い
は
、
剣
鉾
の
構
成
部
材
や
寸
法
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

と
が
、
計
測
調
査
結
果
か
ら
み
え
て
く
る
。 

ま
ず
、
構
成
部
材
で
の
違
い
を
み
て
み
る
と
、

剣
挟
に
お
い
て
地
域
の
違
い
が
表
れ
る
。
東
山
は

剣
を
し
な
ら
せ
る
た
め
に
、
剣
を
固
定
す
る
剣
挟

は
竹
を
使
用
し
、
前
側
の
竹
を
後
側
よ
り
短
く
す

る
こ
と
で
、
前
側
の
支
点
の
位
置
を
下
げ
、
前
側

に
大
き
く
し
な
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
（
写
真
８
）
。
剣
挟
は
剣
と
錺
受
と
の
間

に
入
れ
る
緩
衝
材
で
あ
る
と
同
時
に
、
長
さ
に
よ

っ
て
支
点
の
位
置
を
調
整
し
、
剣
の
振
幅
周
期
を

［写真7］鞍馬（藤原喜美子, 平成23.10.22） 

［写真6］嵯峨 嵯峨祭・麒麟鉾（鳥居本町）の鉾差し 
（溝邊悠介, 平成23.5.22） 
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決
め
る
部
材
で
も
あ
る
。 

 

東
山
以
外
の
梅
ケ
畑
、
嵯
峨
、
鞍
馬
で
は
、
剣
挟
に
樫
の
角
材
に
切
り
込
み
を
入
れ
た

も
の
を
使
用
し
て
い
る
。
切
り
込
み
の
部
分
に
剣
の
茎
が
収
ま
る
の
で
あ
る
。
剣
の
支
点

位
置
に
重
要
性
が
な
く
、調
整
材
と
い
う
よ
り
も
固
定
材
と
し
て
の
役
割
が
強
い
た
め
に
、

前
後
の
支
点
位
置
が
同
じ
一
材
の
も
の
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
は
東
山
の
鉾
で
も
み
る
こ

と
が
で
き
る
が
、東
山
で
は
あ
く
ま
で
巡
行
用
で
は
な
く
、留
守
鉾
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

 

錺
と
錺
受
の
接
合
方
法 

剣
以
外
の
デ
ー
タ
で
み
る
と
、
嵯
峨
の
場
合
、
鉛
直
方
向
を
回
転
軸
に
す
る
た
め
、
錺

が
紐
で
く
く
ら
れ
る
の
み
だ
と
遠
心
力
で
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
錺
と
錺
受
は
ボ
ル
ト
で
し
っ
か
り
固
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。 

梅
ケ
畑
は
、
鈴
が
鈴
当
の
前
半
部
に
当
た
る
た
め
、
鈴
当
の
後
半
部
は
衝
突
痕
の
な
い

き
れ
い
な
面
が
出
て
い
る
。 

  

剣
の
長
さ
の
比
較 

東
山
、
梅
ケ
畑
、
嵯
峨
、
鞍
馬
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
剣
の
各
部
デ
ー

タ
と
棹
・
鈴
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
た
の
が
［
表
３
］
か
ら
［
表
６
］
で
あ
る
。 

現
在
、
東
山
の
差
し
方
を
し
て
い
る
地
域
の
七
十
一
基
（
剣
の
み
の
事
例
を
含
め

八
十
六
本
）
の
剣
全
長
の
平
均
は
一
七
七
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
。
梅
ケ
畑
は
九
本
で
平
均

一
五
一
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
嵯
峨
で
は
十
一
本
で
平
均
一
四
七
六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
鞍
馬

は
五
本
で
平
均
一
四
三
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
東
山
と
そ
の
他
地
域
と
で
は
全
長

で
三
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
差
が
表
れ
る
。
し
か
し
、
剣
鉾
を
組
み
立
て
た
際
、

錺
受
か
ら
上
の
、
外
か
ら
見
え
る
部
分
の
長
さ
で
は
、
各
地
域
を
比
較
し
て
も
一
四

〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
差
に
し
か
な
ら
な
い
。
こ
の
数
値
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
表
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

結
論
か
ら
い
う
と
、
茎
が
長
い
こ
と
が
東
山
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。
東
山
の
差
し

方
は
し
な
り
が
重
要
で
あ
り
、
し
な
る
周
期
に
よ
っ
て
鉾
差
し
の
歩
調
が
決
ま
る
。
し
な

る
周
期
が
速
い
と
歩
調
は
速
く
な
り
、周
期
が
ゆ
っ
く
り
だ
と
歩
調
も
ゆ
っ
く
り
と
な
る
。

巡
行
ス
ピ
ー
ド
を
考
え
、
歩
調
を
長
く
と
り
た
い
場
合
に
は
支
点
か
ら
先
を
長
く
す
る
必

要
が
あ
る
の
だ
が
、
長
く
調
整
し
た
時
に
茎
が
棹
ま
で
収
ま
ら
ず
安
定
し
な
い
場
合
が
あ

る
。
茎
を
長
く
す
る
こ
と
よ
っ
て
剣
の
姿
勢
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

東
山
は
、
棹
も
他
の
系
統
と
比
べ
る
と
平
均
で
八
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
長
い
。
棹
を

含
め
た
鉾
全
体
で
、
し
な
ら
せ
る
と
い
う
動
作
を
加
え
て
い
る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ

る
。 

 
差
す
鉾 
差
さ
な
い
鉾 

 

各
系
統
の
差
し
方
に
共
通
す
る
要
素
を
取
り
出
す
と
、
一
定
周
期
で
鈴
を
鳴
ら
す
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
東
山
に
お
い
て
は
、
鈴
と
連
動
し
て
剣
が
前
後
に
同
期
す
る
こ
と

［図１］東山 断面概略図 

［写真8］東山 剣挟の長さ調整 
（溝辺悠介, 平成23.4.29） 

前 

→ 
剣挟 

 

 

 

錺受 

 

 

受金 

 

 

 

棹 

剣 
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剣鉾の構成と動態 

 

 
 

が
重
要
で
あ
る
。
次
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
吹
散
を
か
け
る
こ
と
で
あ
る
。
梅
ケ
畑
、
嵯
峨
、

鞍
馬
で
は
常
に
吹
散
を
か
け
、
東
山
で
は
電
線
な
ど
の
影
響
で
吹
散
を
か
け
る
機
会
は
減

っ
て
い
る
が
、「
も
と
も
と
吹
散
が
無
い
」
と
い
う
鉾
は
み
ら
れ
な
い
。 

「
差
す
」
と
い
う
動
態
が
鈴
を
鳴
ら
す
こ
と
に
重
要
性
を
も
た
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

次
に
鈴
、
棹
、
吹
散
に
注
目
し
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。 

出
雲
路
氏
は
祇
園
祭
の
山
に
必
ず
鈴
が
付
く
こ
と
、
剣
鉾
に
お
い
て
も
鈴
が
重
要
な
要

素
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 

 

祇
園
祭
の
山
の
松
に
は
、
必
ず
鈴
が
付
き
ま
す
。
今
で
は
そ
う
鳴
り
ま
せ
ん
が
、
昔

は
舁
い
て
い
る
時
に
鈴
が
随
分
よ
く
鳴
っ
た
も
の
で
す
。
鈴
の
音
で
山
が
動
い
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
の
で
す
。
こ
れ
も
ひ
と
つ
の
呪
術
で
す
。
こ
れ
を
さ
ら
に
考
え
る

と
、
祇
園
祭
の
鉾
の
囃
子
、
つ
ま
り
鉦
に
通
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。（
中
略
）
こ
の
鈴
と
い
う
の
は
、
剣
鉾
で
は
棹
に
触
れ
て
音
を
出
し
ま
す
。

た
だ
単
に
棹
に
当
た
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
左
右
で
二
回
ず
つ
棹
に
あ
て
て
い
ま

す
。
数
字
の
８
の
字
型
に
鈴
が
振
れ
る
よ
う
に
、
鉾
を
差
す
ん
で
す
ね
。（
中
略
）
耳

で
聞
い
て
い
る
だ
け
で
「
剣
鉾
の
上
手
な
人
だ
」「
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
未
熟
だ
な
」
と

鈴
の
音
で
分
か
り
ま
す
。
つ
ま
り
８
の
字
に
二
回
ず
つ
打
っ
て
い
る
音
が
、
リ
ズ
ム

に
乗
っ
て
鳴
っ
て
い
る
の
で
す
。
慣
れ
な
い
人
で
し
た
ら
片
方
だ
け
当
た
っ
て
鳴
っ

て
、
こ
っ
ち
は
チ
リ
ン
と
鳴
り
、
こ
っ
ち
が
カ
ン
と
鳴
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

（
出
雲
路
敬
直
二
〇
一
一
） 

 東
山
の
差
し
方
に
つ
い
て
、
鈴
の
音
に
よ
っ
て
差
し
方
の
上
手
・
下
手
が
わ
か
る
と
述

べ
て
い
る
。
剣
鉾
の
要
素
と
し
て
、
鈴
が
重
要
な
位
置
に
あ
る
こ
と
は
筆
者
も
同
意
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

吹
散
と
鈴
の
取
付
け
位
置 

吹
散
も
剣
鉾
に
お
い
て
は
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
鈴
を
振
り
鳴
ら
し
つ
つ
も
吹
散
を
か

け
る
と
い
う
鉾
差
し
の
要
素
は
、
現
在
巡
行
に
加
わ
っ
て
い
な
い
剣
鉾
が
、
差
さ
な
く
な

っ
た
鉾
な
の
か
、
も
と
も
と
差
せ
な
い
鉾
な
の
か
を
判
定
す
る
材
料
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
た
。 

腕
木
に
吊
る
さ
れ
て
い
る
鈴
を
周
期
的
に
鳴
ら
す
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
は
前
後
・

左
右
い
ず
れ
か
に
鈴
を
振
る
と
い
う
動
作
に
な
る
。
特
に
一
定
の
リ
ズ
ム
を
刻
も
う
と
す

る
な
ら
ば
、
鈴
の
周
軌
道
上
に
遮
る
も
の
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
棹
の
位
置
関
係
で
、

鈴
を
吊
る
腕
木
と
吹
散
を
掛
け
る
場
所
に
注
目
す
る
と
、
現
在
鉾
差
し
が
行
な
わ
れ
て
い

る
鉾
の
、
棹
の
部
材
の
位
置
関
係
は
上
か
ら
順
に
、
鈴
の
腕
木
→
鈴
当
→
吹
散
と
な
っ
て

い
る
。
鈴
当
の
下
に
吹
散
が
掛
け
ら
れ
る
の
で
、
吹
散
そ
の
も
の
や
吹
散
の
紐
・
房
の
類

が
鈴
の
周
軌
道
に
触
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
鉾
差
し
に
よ
る
巡
行
が
行
な
わ

れ
て
い
な
い
鉾
の
棹
を
み
る
と
、
そ
の
位
置
関
係
が
吹
散
→
腕
木
→
鈴
当
と
な
っ
て
い
る

も
の
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
れ
を
仮
に
「
差
せ
な
い
鉾
」
と
し
て
グ
ル
ー
プ
に
す
る

と
、
清
和
天
皇
社
、
崇
道
神
社
、
八
瀬
天
満
宮
社
、
新
日
吉
神
宮
（
八
王
子
御
鉾
）
、
京
都
ゑ

び
す
神
社
（
博
団
山
・
龍
鉾
）、
元
祇
園
梛
神
社
、
山
王
神
社
、
住
吉
神
社
、
北
野
天
満
宮
、
御

香
宮
神
社
、
三
栖
神
社
、
長
谷
八
幡
宮
、
石
座
神
社
、
新
宮
神
社
、
金
札
宮
で
あ
る
（
表
７
）。 

前
述
し
た
鉾
差
し
の
分
類
に
つ
い
て
、「
御
香
宮
の
鉾
が
他
地
域
と
差
異
が
あ
り
、鞍
馬
、

西
山
、
東
山
の
三
つ
と
、
も
う
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
伏
見
が
存
在
し
て
い
る
」
と
高

島
氏
が
指
摘
し
た
こ
と
に
改
め
て
触
れ
た
い
。
高
島
氏
の
い
う
と
こ
ろ
の
伏
見
と
は
、
城

南
宮
、
御
香
宮
神
社
の
ほ
か
、
金
札
宮
、
三
栖
神
社
が
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
伏
見
の
剣
鉾
の
特
徴
と
し
て
は
、
鈴
（
鈴
当
）
が
付
い
て
い
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
御

香
宮
神
社
で
は
、
所
謂
釣
鐘
形
の
鈴
（
り
ん
）
で
は
な
く
、
鈴
（
す
ず
）
が
取
り
付
け
ら
れ
る
。

伏
見
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
と
し
て
、
剣
の
長
さ
、
厚
み
な
ど
の
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数
値
も
、
他
の
グ
ル
ー
プ
と
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
剣
の
全
長
平
均
は
差
し
鉾
に

比
べ
て
四
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
か
ら
七
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
短
い
。
東
山
と
同
じ
よ
う
に
剣
を

し
な
ら
せ
た
と
し
て
も
、
振
幅
周
期
が
短
か
す
ぎ
る
た
め
、
同
じ
よ
う
な
差
し
方
は
で
き

な
い
。 

鈴
と
鈴
当
、
吹
散
の
位
置
関
係
か
ら
も
と
も
と
差
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
鉾
は
、

清
和
天
皇
社
や
御
香
宮
な
ど
市
内
中
心
部
の
外
側
に
分
布
し
て
い
る
。こ
れ
ら
の
剣
鉾
は
、

棹
と
剣
挟
が
一
体
化
し
て
い
た
り
、
剣
や
錺
を
ピ
ン
で
留
め
た
り
す
る
な
ど
、
共
通
点
が

多
い
。
た
だ
し
、「
差
せ
な
い
」
と
い
う
表
現
は
、
あ
く
ま
で
現
在
続
け
ら
れ
て
い
る
鉾
差

し
の
差
し
方
で
は
非
合
理
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
む
し
ろ
剣
鉾
と
し
て
古
式
を
伝

え
て
い
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
。 

剣
鉾
の
原
型
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
現
在
の
鉾
差
し
が
何
時
か
ら
派
生

し
た
の
か
を
検
証
し
、
そ
れ
以
前
を
考
え
る
と
い
う
方
法
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 
 

ま
と
め 

以
上
、
京
都
市
内
の
春
季
・
秋
季
祭
礼
で
み
ら
れ
る
剣
鉾
の
計
測
調
査
か
ら
、
銘
文
や

墨
書
の
情
報
を
整
理
し
、
考
察
を
加
え
た
。
銘
文
と
し
て
は
近
世
以
前
の
も
の
が
み
ら
れ

る
も
の
の
、
現
在
の
鉾
差
し
に
繋
が
る
形
態
は
、
近
世
に
入
っ
て
か
ら
広
ま
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。 

銘
文
情
報
と
寸
法
デ
ー
タ
を
合
わ
せ
て
形
態
の
変
遷
を
辿
っ
て
み
る
と
、
時
代
に
よ
っ

て
剣
が
長
大
化
し
て
ゆ
く
傾
向
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
傾
向
は
、
特
に
東
山
の
地

域
に
顕
著
で
あ
り
、差
し
方
が
剣
鉾
の
形
態
に
強
く
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
鉾
差
し
の
「
差
す
」
と
い
う
技
能
に
注
目
し
て
み
る
と
、
鉾
差
し
の
系
統
に
よ
っ

て
も
剣
鉾
の
形
態
に
違
い
が
み
ら
れ
、時
代
的
に
も
地
域
的
に
も
形
態
差
が
あ
る
こ
と
が
、

今
回
の
計
測
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

 

鉾
差
し
が
行
な
わ
れ
て
い
る
各
地
域
で
共
通
し
て
い
る
剣
鉾
部
材
の
構
成
要
素
を
抽
出

す
る
と
、
鈴
と
鈴
当
、
吹
散
の
関
係
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
関
係
性
が
破
綻
し
て
い
る

剣
鉾
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
「
差
す
」
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
な
い

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。「
差
す
」
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
い
剣
鉾
は
、
近
隣
の
鉾
差
し
に

よ
っ
て
巡
行
す
る
剣
鉾
を
模
し
て
つ
く
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
鉾
差
し
が
派

生
す
る
以
前
の
、
原
型
に
近
い
可
能
性
も
あ
る
。
鉾
差
し
の
原
型
を
考
察
す
る
上
で
、
絵

画
資
料
な
ど
の
検
証
に
お
い
て
も
、
本
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
な
、
剣
鉾
が
も
つ
構
成
要
素

に
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

（
京
都
造
形
芸
術
大
学
大
学
院
芸
術
研
究
科
芸
術
文
化
研
究
専
攻 

博
士
後
期
課
程
） 

  

註 

(

１) 

高
島
孝
佳
「
剣
鉾
と
鉾
差
し
技
術
の
系
譜
を
考
え
る
」（
京
都
の
民
俗
文
化
総
合
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

行
委
員
会
編
『
京
都
の
剣
鉾
ま
つ
り
』
二
〇
一
一
年
） 

(

２) 

溝
邊
悠
介「
剣
鉾
の
差
し
方
と
差
革
」（
京
都
の
民
俗
文
化
総
合
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
編『
京

都
の
剣
鉾
ま
つ
り
２
』
二
〇
一
二
年
） 
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［表１］剣銘文一覧（年代順） 
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   剣銘文一覧（年代順）（つづき） 
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剣鉾の構成と動態 

 

 
 

 

 

 

  

［表２］錺師一覧（年代順） 
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［表３］東山 各部データ                                        （単位：mm） 
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剣鉾の構成と動態 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）剣厚みの項の「※」は、後補で継いでいる部分を含む厚みを示す。 

  

    東山 各部データ（つづき）                                   （単位：mm） 
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［表４］梅ケ畑 各部データ                                       （単位：mm） 

［表５］嵯峨 各部データ 

［表６］鞍馬 各部データ 
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剣鉾の構成と動態 

 

 
 

 

 
［表７］差さない鉾                                           （単位：mm） 
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写真

長
谷
八
幡
宮
・
扇
鉾

写真

　 紀年銘が刻まれた

　　剣鉾の剣一覧

　剣鉾の製作年代は，剣，錺受，受
金，棹などに記されていることがあ
る。ここでは，紀年銘を持つ剣につ
いて，古いものから順に昭和初期ま

での 61本を紹介する。

※法量の単位はミリメートル

※ I D番号は資料編第九章に掲載し

　た（鉾番号-剣番号）である。

ＩＤ218-1
正保3年（1646） 茎銘 延喜8年（908）　茎銘
（身820＋茎440）＝1260 未計測
茎は銅製 黒鉾。銅合金ではなく，鉄製で特

異な存在である。

写真

御
霊
神
社
・
龍
鉾 写真

紫
野
今
宮
神
社
・
葵
鉾

写真

北
白
川
天
神
宮
・
弐
ノ
鉾

ＩＤ81-1 ＩＤ30-2 ＩＤ199-1
正徳2年（1712）　茎銘 元禄7年（1694）　茎銘 明暦2年（1656）　茎銘
（身1145＋茎284）＝1429 （身1060＋茎215）＝1275 （身1370＋茎427）＝1797

現在使用せず 写真左　茎継　-135

写真

御
霊
神
社
・
蓬
莱
鉾

写真

京
都
ゑ
び
す
神
社
・
兎
鉾

写真

下
御
霊
神
社
・
桐
鉾

ＩＤ84-1 ＩＤ73-1 ＩＤ109-1
寛保3年（1743）　茎銘 寛保3年（1743）　身銘 享保12年（1727）　茎銘
（身1112＋茎452）＝1564 未計測 （身1322＋茎565）＝1887

茎は鉄

《
参
考
》
北
白
川
天
神
宮

一
之
鉾
仲
間
・
黒
鉾
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写真

春
日
神
社
・
三
番
鉾

写真

清
和
天
皇
社
・
（

茗
荷
鉾
）

写真

大
豊
神
社
・
龍
鉾

ＩＤ212-2 ＩＤ7-1 ＩＤ10-1
寛延4年（1751）　茎銘 寛延4年（1751）　茎銘 延享3年（1746）　茎銘
（身1188＋茎138）＝1326 （身782＋茎187）＝969 （身1178＋茎481）＝1659
写真中　現在使用せず 茎は鉄

写真

清
和
天
皇
社
・
（

鷹
羽
鉾
）

写真

紫
野
今
宮
神
社
・
柏
鉾

写真

三
嶋
神
社
・
獅
子
牡
丹
鉾

ＩＤ6-1 ＩＤ24-2 ＩＤ129-1
明和8年（1771）　茎銘 宝暦12年（1762）　茎銘 宝暦5年（1755）　茎銘
（身818＋茎190）＝1008 （身＋茎）＝1454 （身1174＋茎425）＝1599

現在使用せず 茎は鉄

写真

紫
野
今
宮
神
社
・
柏
鉾

写真

下
御
霊
神
社
・
石
竹
鉾

写真

下
御
霊
神
社
・
枝
菊
鉾

ＩＤ24-4 ＩＤ105-1 ＩＤ115-1
寛政3年（1791）　茎銘 天明３年（1783）　茎銘 天明元年（1781）　茎銘
（身＋茎）＝1807 （身1313＋茎245）＝1558 （身1305＋茎355）＝1660
現在使用せず 写真左
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写真

愛
宕
神
社
・
野
宮
神
社
・
菊
鉾

写真

新
日
吉
神
宮
・
五
番
鉾

写真

金
札
宮

ＩＤ125-3 ＩＤ56-1 ＩＤ63-1
享和元年（1801）　身銘 寛政10年（1798）　茎銘 寛政6年（1794）　身銘
（身886＋茎204）＝1090 （身1530＋茎420）＝1950 （身651＋茎134）＝785
現在使用せず 茎継　オリジナル110 64-1も同一のため省略

写真

粟
田
神
社
・
鷹
羽
鉾

写真

紫
野
今
宮
神
社
・
澤
瀉
鉾

写真

紫
野
今
宮
神
社
・
葵
鉾

ＩＤ168-1 ＩＤ33-1 ＩＤ30-3
享和3年（1803）　身銘 享和元年（1801）　茎銘 享和元年（1801）　茎銘
（身1153＋茎270）＝1423 （身1430＋茎320）＝1750 （身1355＋茎377）＝1732
茎は鉄 34と共有の可能性あり 現在使用せず

茎継　オリジナル250

写真

住
吉
神
社
・
菊
鉾 写真

熊
野
神
社
・
烏
鉾 写真

愛
宕
神
社
・
野
宮
神
社
・
龍
鉾

ＩＤ134-1 ＩＤ1-1 ＩＤ119-3
文化2年（1805）　茎銘 文化2年（1805）　茎銘 享和3年（1803）　身銘
（身1302＋茎265）＝1567 （身1390＋茎402）＝1792 （身825＋茎70）＝895

現在使用せず
茎は折れている
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写真

八
神
社
・
二
之
鉾 写真

地
主
神
社
・
鉾
（

日
月
と
兎
）

写真

紫
野
今
宮
神
社
・
柏
鉾

ＩＤ291-1 ＩＤ47-1 ＩＤ24-3
文化3年（1806）　茎銘 文化3年（1806）　茎銘 文化3年（1806）　茎銘
（身1365＋茎461）＝1826 （身1230＋茎455）＝1685 （身1630＋茎未計測）＝未計測
茎継　オリジナル317 茎は鉄 現在使用せず

写真

中
森
家

写真

御
霊
神
社
・
矢
的
鉾

写真

粟
田
神
社
・
瓜
巴
鉾

ＩＤ302-1 ＩＤ88-1 ＩＤ178-1
文化11年（1814）　茎銘 文化4年（1807）　茎銘 文化4年（1807）　茎銘
（身1160＋茎236）＝1396 （身1440＋茎187）＝1627 （身1210＋茎404）＝1614

茎は切断されている

写真

紫
野
今
宮
神
社
・
澤
瀉
鉾

写真 写真

京
都
ゑ
び
す
神
社
・
柏
鉾

ＩＤ34-1 ＩＤ123-1 ＩＤ78-1
文政3年（1820）　茎銘 文化12年（1815）　茎銘 文化12年（1815）　茎銘
（身1388＋茎321）＝1709 （身1240＋茎285）＝1525 （身1009＋茎423）＝1432
34と共有の可能性あり 写真左　現在使用せず

身を継いでいる

愛
宕
神
社
・
野
宮
神
社
・
澤
瀉
鉾
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写真

粟
田
神
社
・
葵
鉾 写真

紫
野
今
宮
神
社
・
剣
鉾

写真

下
御
霊
神
社
・
枝
菊
鉾

ＩＤ169-1 ＩＤ28-1 ＩＤ114-1
文政7年（1824）　茎銘 文政6年（1823）　茎銘 文政4年（1821）　茎銘
（身1398＋茎442）＝1840 （身＋茎）＝1912 （身1331＋茎401）＝1732

写真右

写真

御
霊
神
社
・
鷹
羽
鉾

写真

粟
田
神
社
・
瓜
巴
鉾

写真

ＩＤ100-1 ＩＤ177-1 ＩＤ25-1
文政9年（1826）　茎銘 文政8年（1825）　茎銘 文政7年（1824）　茎銘
（身1285＋茎514）＝1799 （身1365＋茎398）＝1763 （身1391＋茎369）＝1760
写真右
茎継　オリジナル217

写真

京
都
ゑ
び
す
神
社
・
兎
鉾

写真

御
霊
神
社
・
紅
葉
鉾

写真

下
御
霊
神
社
・
重
菊
鉾

ＩＤ73-2 ＩＤ95-3 ＩＤ117-1
安政2年（1855）　茎銘 天保9年（1838）　茎銘 天保5年（1834）　茎銘
未計測 （身1270＋茎470）＝1740 （身1298＋茎522）＝1820
現在使用せず 現在使用せず 茎継　オリジナル116

紫
野
今
宮
神
社
・
牡
丹
鉾
（

留
守
鉾
）
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写真

大
豊
神
社
・
菊
鉾 写真

御
霊
神
社
・
寶
鉾 写真

平
岡
八
幡
宮
・
平
岡
鉾

ＩＤ8-1 ＩＤ96-1 ＩＤ154-1
明治14年（1881）　茎銘 慶應4年（1868）　茎銘 安政5年（1858）　茎銘
（身1290＋茎379）＝1669 （身1191＋茎412）＝1603 （身1153＋茎348）＝1501

茎は切断

写真

八
幡
宮
社
・
（

扇
鉾
）

写真

御
霊
神
社
・
牡
丹
鉾

写真

京
都
ゑ
び
す
神
社
・
龍
鉾

ＩＤ232-1 ＩＤ99-1 ＩＤ76-1
明治25年（1892）　身銘 明治21年（1888）　茎銘 明治19年（1886）　茎銘
（身1170＋茎290）＝1460 （身1360＋茎339）＝1699 （身1411＋茎462）＝1873

写真

春
日
神
社
・
壱
番
鉾
（

鷹
羽
）

写真

住
吉
大
伴
神
社

写真

天
道
神
社
・
菊
鉾

ＩＤ210-1 ＩＤ248-1 ＩＤ296-1
明治44年（1911）　茎銘 明治32年（1899）　茎銘 明治26年（1893）　茎銘
（身1500＋茎370）＝1870 （身1311＋茎506）＝1817 未計測
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写真

平
岡
八
幡
宮
・
中
島
鉾

写真

平
岡
八
幡
宮
・
善
妙
寺
鉾

写真

紫
野
今
宮
神
社
・
牡
丹
鉾

ＩＤ150-1 ＩＤ153-1 ＩＤ26-1
大正6年（1917）　茎銘 大正6年（1917）　茎銘 大正4年（1915）　茎銘
（身1238＋茎323）＝1561 （身1195＋茎295）＝1490 （身1397＋茎347）＝1744

写真 写真 写真

平
岡
八
幡
宮
・
一
之
瀬
鉾

ID200-2 ＩＤ200-1 ＩＤ148-1
大正11年（1922）　茎銘 大正11年（1922）　茎銘 大正8年（1919）　茎銘
（身1437＋茎385）＝1822 （身1479＋茎413）＝1892 （身1184＋茎381）＝1565

茎は切断

写真

須
賀
神
社
・
剣
鉾 写真 写真

下
御
霊
神
社
・
重
菊
鉾

ＩＤ51-1 ＩＤ53-2 ＩＤ116-1
昭和11年（1936）　茎銘 昭和9年（1934）　茎銘 昭和5年（1930）　茎銘
（身1401＋茎496）＝1897 未計測 （身1507＋茎413）＝1920

北
白
川
天
神
宮
・
弐
ノ
鉾
（

留
守
鉾
）

北
白
川
天
神
宮
・
弐
ノ
鉾
（

留
守
鉾
）

新
日
吉
神
宮
・
一
番
鉾
・
大
宮
御
鉾
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